




覆鷹房載
主㊧鋤ψ危毒蝕し、

第二副管長

ゴー ドン ・B・ヒンク レー

何
年 も前 に私が12歳 で執事 に聖任 され

たとき， ステーキ部長であった父は

私を初めて神権会 に連れて行 ってくれまし

た。 当時は神権会が週 日の夜に開かれてい

ました。、ζ・たりでユタ州 ソル トレーク ・シ

ティーの第10ワ ー ド部 に行 ったことを覚え

ています。父は壇に上が り，私 は後方の席

に腰かけて，堂々たる神権者たちで埋 まっ

たホールの中で居心地の悪 さと多少の寂 し

さを感 じていました。会が始 まり，開会の

讃美歌が発表 されて， 当時のや り方はそう

だったのですが，全員 が起立 して歌を歌い

ました。400名 ほどの出席者であったと思い

ます。 ヨーロッパからの改宗者の母国なま

りもまじえて，全員が声高 らかに，確信と

証 に燃 えてこう歌 いました。

たたえよ，主の召 したまい し

主 と語 りし予言者 を
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たたえよ，主の召 したまいし

末の時をはじめたる
あが

わざを世 みな嵩 めよ

(讃美歌144番)

神 権者たちは予言者 ジョセフ ・スミスの

ことを歌っていました。それを聞いている

私の胸 に， この神権 時代 の偉大な予言者 に

対 する愛 と信頼 がいっぱいに込みあげてき

ました。私 は子供時代 に，家庭やワー ド部

の集会やクラスでジョセフ ・スミスにっい

ていろいろと教えられていましたが，その

ステーキ部神権会での経験はそれ とは違 っ

たもので した。私 はそのとき，聖霊 の力に

よって， ジ ョセフ ・ス ミスが真実の予言者

であることを知 ったのです。

それ以後，大学時代 は特 にその証が揺れ

ることはあったのですが，確信がまったく

なくなることはなく，逆 に年 を経 るにした

がって強 くなっていきました。それはひと

つには， あの頃，本を読 み勉強 して自分 を

強 くするようにということが しきりに百わ

れていて，頑張 ったせいであると思 います。

大勢の方が似た経験 をお持 ちでしょう。ハ

ロル ド♂B・ リー大管長が，証 は毎 日補充

しなければならないとおっしゃったことが

あ ります。天の神が この末 日に恵まれた大

いなるみ業に対する証 を， リー大管長 が言

われた原則に従 って強めたいものだと思 い

ます。

数年前 に，私 はある伝道師から1通 の手

紙 を受 け取 りました。その人は予言者 ジョ

セフ ・スミスをぺてん師，詐欺師，うそつ

きと呼び， ジ ョセフは自分 の考えを宣伝 し

て歩いただけだ と言 って，激しい言葉 で非

難していました。この伝道師の仕事が一体

どんな結果をもたらしたか，私 にはわか り

ません。取るに足らないものだったでしょ

う。 このような行ないは，弱い少数の人を

ぐらつかせることはできても，強い人はさ

らに強 くするだけです。このようなたぐい

の人々が沈黙 したずっとあとにも， ジョセ

フ ・ス ミスの名は， 多くの国々で増加の一

途をたどる末 日聖徒の胸 に敬意 と愛をもっ

て覚えられるのです。

かつて伝道部長 セ ミナーのために，七十

人定員会のふたりの兄弟 と12名 の伝道部長
まち

が夫人同伴でジ ョセフの市， イ リノイ州 ノ

ーヴーに滞在 した ことがあります。私 も一

緒でした。秋 の気配 があた りをおおい，木

木の葉 は金色 に変わって， もやがうっす ら

たちこめ，夜 は寒 く， 日中は暖かで した。

観光 シー ズンは終わっていて，町 はひっそ

りと美しいたたずまいを見せていました。
セ ブ ン テ イ 　 ズ じ ホ 　 ル

私 たちは復元 された七十 人会館 で最初 の

集会を行 ないました。七十人会館 とは，1840

年 代 に兄弟たちが，共に学び共 に王国の教

義 を教え合 うことにより，福音のおとずれ

を宣べ伝 えに世 に出て行 く備 えをな した建

物です。ここで行なわれたことは，教会の

宣教師訓練 センターの先がけで した。 ノー

ヴーの家々や建物で集会を開 いたとき， ジ

ョセフやハイラム，ブ リガム ・ヤ ング， ヒ

ーバー ・C・ キンボール， ジョン ・テイラ

ー
， ウイルフォー ド ・ウッ ドラフ， オルソ

ンとパーレーのプラッ ト兄弟， その他数 多

くの過去の偉 人たちが共に集っているよう

な思 いが しました。

そこはまさにジョセフの市で した。予言

者 自身が町 を設計 し，予言者 に従 う人々が

町 を建て ました。 この町はイ リノイ州最大
がんじよう

の最 も印象的な町 とな りました。頑 丈なれ
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たたえよ，主の召したまいし

んがの家並，礼拝や勉強や娯楽 のための建

物，川からせ り上がる丘の頂上に立 った堂

堂たる神殿。 ミシシッピ川のほとりのこの

共同体 は，建設者たちが百年以上 も腰を据

えるかのように作られていました。

そこで，あのカーセージの悲劇の日まで，

予言者はこの世の働 きの絶頂期 を送 りまし

た。予言者がかつて立 った場所 に自分が立

って町 をながめると，彼をこの地 に導 いた

数 々の出来事が胸 に浮かび，予言者の受 け

継いだ遺産 というべきものに思いをはせた

のでした。幾世代 も前に英国諸島を去って

ボス トンに来 た先祖，父方5世 代，母方4

世代の新世界での生活， マサチューセッツ

州，ニューハ ンプ シャー州，バーモン ト州

の土地の開墾 と農場作 り，家 の建 設，独立戦
か こう

争でのす ぐれた働 き，家周辺の花闘岩 山地

に暮 らしを頼 ろうとして失敗 した逆境 の時

期。そして，1805年12月 ， バーモン ト州 シ

ャロンに父の名をもらって生 まれた少年の

ことを思いました。一家がチフスに見舞わ

れ， ジヲセフの足が激 しい痛 みと熱 を伴 う
おか

骨髄炎 に冒されたあの恐 ろしい闘病の時期

のことも考 えました。それ は一家がニュー

ハンプ シャー州 レバノンに住んでいた間の

出来事で した。 そこからわずか数 キロ離れ

たハノーバーの大学に，足 を切断せずに行

なう手術法を開発 したナサ ン ・ス ミス博士

がいたことは，注 目に値 します。

しか し治療 には，言語 に絶する苦 しみが

避けられませんでした。父親 は息子 をしっ

かり抱 き，母親は息子の絶叫が聞こえない

ように農場の林の中を祈 りながら歩き回る

中で，医師が麻酔 も何 も使わずに足を大き

く切開 し，骨の感染箇所 を削 り取 ったので

す。 まだ小 さい子供 がどうやってそれに耐

え得 たか，私たちには想像 するのもむずか

しいことです。その極度の苦痛に耐 えた思

いは，のちにカー トランドで熱いタールと

羽毛 を塗 り立 てられ， リバテ ィ.一の牢獄 に

拘置 され，カーセージで暴徒 の凶弾 を受 け

た ときの備 えともなったのではないでしょ

うか。

ジョセフ ・スミスの生涯 をじっくり思 い

起 こしたとき，住みなれたニューイングラ

ンド地方からニ ュー ヨーク州西部ヘス ミス

家 を移 らせたものは何 であったかと考えま

した。それは，定 められていた神 の目的が

成就 されるためだったのです。農場 を失 っ

た こと， やせた土地で収穫が少なかったこ

と， そして決定的だったのは，1816年7月
だいそうがい

の大霜害でした。 さらにはニ ューヨーク州

パルマイラヘの引 っ越 し， マンチェスター

における農場の購入。 そして迷 った少年 ジ

ョセフに神 に祈 り求めようと決意 させた信

仰復興運動の牧師たちがいました。

それが万事の発端で した。1820年 の早春

の朝，彼 は林 の中でひざまずき，祈 って，

栄えある示現 を見，永遠の父なる神 とその

御子，復活 された主 イエス ・キ リス トと冒

葉を交わ したのです。 そのあとに訓練の年

月が続 きました。神 の天使が何 回となく少

年 ジョセフを教 え，戒 め，警告 し，慰 めて，

やがて彼は青年に成長 しました。

私はノーヴーに滞在 していた間に，神権

を授かる準備 について も考 えました。 この

立派な ジョセフ ・ス ミスについて考 えまし

た。 ジョセフ ・スミスを中傷 する人々 に，

聖霊の力による彼の予言者の召 しについて

知 っていただくことはできませんが， ジョ
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たえよ，主の召したまい し

ジョセフは，聖徒たちが引ま続ま多ぐの銀難にあ

の，ロッキー山脈に追われるこどを予言しました。

〆 η唄、、.

、、一/'r』 ㌻ ＼ぺ菰 、 ..＼ ザ 鯉 灘 癬 ～ 慮

..麟 ， 灘
、 騒 懸 穿 獺 鋭

，猿 、.=..・ 噸 零鯵 攣 鰹 聡 難 ・二蕪 ・m
、噌㌦一 減

掘 ， 、 醤 』 禽 窟潤
欝r

、 婆 鑛 、
ゐ 一.、 【 し1

顎 ・・ 諾

　 ぎ ぎじ 　 　セリ リレ ぬ じ　 　

饗 蟻 鍵霧 羅 麺i饗，
セフ ・ス ミスを葬 り去ろうとする前 に， い

くつかの質問について考 えていただきたい

と思 うのです。 いくつ もある中か ら3つ だ

けあげましょう。1番 目に，モルモン経 に

ついてはどう説明 しますか。2番 目に，命

をかけて彼に従 った人々への影響力をどう

考えますか。3番 目に， ジョセフ ・ス ミス

の予言が成就 されていることをどう思いま

すか。

ここにモルモン経があ ります。文章を読

みます。 それがもともとどのように して得

られたか， ジョセフ ・ス ミスの説明があ り

ます。信 じない人にとっては受 け入れがた

い話です。 またこの話を論ば くし，予言者

ジョセフの説明以外 に解釈を見 つけようと

墾 斐一蕊璽 龍

響 撫.讐 譲 射急

誉籔欝瀞

勝
欝

して，昔 から批評家 たちが一生 をかけて数

数 の本を著わ しました。 しか しこの重要 な

書物 は，偏見 を持たない人々に対 しては逆

にもっと掘 り下げてみようという気持ちを

促したので した。そして深く調べれば調べる

ほど， ジョセフ ・ス ミスの話が確 かである

ことが証明されてきたのです。学問的分析

や科学的研究は，依然 として裏付けとはな

りますが，それ らは過去150年 間 と同様 に，

これか らもモルモ ン経の真実性 を決 める も

のとはな りません。 モルモン経の出所の確

かさは，過去と同様現在 も将来 も，敬凄な

心と祈 りの精神でそれを読むことによって

知 ることができるのです。

しばらく前に，私 はひとりの父親 から手
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紙をいただきました。 その手紙 には，以前

の総大会 で私 がモルモン経 を読 むように勧

めたので，大勢の優秀 な人々 に多大な影響

を与えた初版のモルモン経 を，家族で読む

ことにしたと書 いてあ りました。私は彼へ

の返事 に，良いことですが， このすばらし

い書物の精神 に触れるの にだれ も初版 を求

める必要はありませんと書 きました。今年

中に印刷 され る100万 冊 以上の モル モン経

の1冊1冊 が，初版 と同じ精神を持ち，同

じすばらしい約束 を告 げ，この書物の真実

性 にっいて同じ証 をもたらすのです。

モルモン経 は，祈 りと誠実 な探求心をも

って接 するべきもの，読 むべきものです。

この書物 が世 に出て以来153年 間 の批評家

たちの主張はすべて信頼性を欠 き，祈 りの

心 でそれを読 み聖霊の力によってそれを確

かなものとして受 け入れる人々には，何 の

影響 も与 えませんでした。 ジョセフ ・ス ミ

スの神聖 な使命を証明するものがほかにな

い としても， モルモン経 がまぎれ もないそ

の証人です。霊感を受けずに， これほど大

勢の民に奥深い良い影響 を及ぽす書物 を著

わすことができるとは， とて も考えられな

いことです。モルモン経が真実であるとい

う証 は， これ までにこの書物を読み， この

書物 について祈 って確かであるとの証 を受

けた，過去，現在の何百万 という人々の生

活の中に見いだされるのです。

次に2番 目の質問です。命 をかけて雄々

しく彼 に従 った人々への影響力をどう説明

しますか。 これも見すごせないことです。

ジ ョセフ ・ス ミスの指導力を疑う人は，彼

のもとに来た人々を見てください。富を求

めたのではありません。政治勢力を持 とう

聖徒の道/1984年4月 号

としたのでもなければ，兵力獲得をめざし

たのでもあ りません。 ジョセフ ・スミスが

彼 らに与えたのはそのようなものではなく，

ただ，主イエ ス ・キ リス トヘの信仰 による

救 いにかかわることだけでした。そしてそれ

には，欠乏や苦痛 をもたらす迫害，長期 に

わたる孤独 な伝道，家族や友人との別離，

さらには多くの場合，死 までが伴 っていた

のです。

オルソン ・ハイ ドの場合 を見てみようと

思 います。ハイ ド兄弟は，若 き予言者ジョ

セフ ・ス ミスと出会 ったときには，カー ト

ラン ドの村で洋装材料店の店員をしていま

した。ジ ョセフが主のみ名によって，オル

ソン ・ハイ ドは 「人々よ り人々へ，国より
あつま お い

国へ，悪 しき人々の集 りに於 て， また彼 ら

の会堂に於て生ける神の 『みたま』 により
か

て永遠の福音 を宣べ，且 っすべての聖典 に

関 して論 じ， これを彼 らに解 き明すべ き聖

職 の按手任命 を受 くることによ りて召され

た り」(教 義 と聖約68：1〉 と告 げたのは，

布地やボタンや糸の商いをしていた前途 も

知 れぬ無名の若者だったのです。

村の店員であったこの青年は予言的なそ

の召しに霊感を受けて，「すべての聖典 に関

して論 じ，これを彼らに解 き明」かしながら，

ロー ドアイラン ド州， マサチューセ ッツ州，

メー ン州，ニ ューヨーク州 と，徒歩で3，200

キ ロの道の りを旅 しました。

ノーヴーのオルソン ・ハイ ドの家を思い

出します。居心地 の良い家でした。ハイ ド

兄弟はその家 をあとにして， イギ リス， ド

イツを回り， トルコの コンスタンチノープ

ル(現 在のイスタンブール)， エジプ トのカ

イロ， アレキサン ドリヤを通 ってエルサレ
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学者たちに，改宗どま～はのか

なくどもモルモン経につのτ納

得しτもらえるのは明らか～す。

長
年 にわた りモルモ ン経は，私 に重要

な事柄をいろいろと教 えてくれまし

た。私は，モルモン経 には格別 の敬意 を払

うべきだ と思います。

モルモ ン経は，私 にとって実 に驚嘆すべ

き書物です。学べば学ぶほど，正確 さや一

貫性，妥当性，永続性，洞察や意義の深 さ

において， その感を強 くします。

超 自然的な形で保 存された書物 だからそ

のはずだ というのではなく，優 れた文学作
い けい

品はどれ も読み手 に並々ならぬ畏敬の念 を

抱かせるという意味 で， この書物 はなお驚

嘆すべきものです。そう考 えると，正確 な

尊 い記録 として，私 がモルモン経 に寄せる

すうけい

崇敬 の念はいくら述べて も述べ尽 くすこと

はできません。

私 はず っと以前か らモルモン経の価値 を

知 り，大切 に思 って きました。 しか し，こ

の書物が ことさらに重んじられて当然であ

ると感 じ始 めたのは，この書がそれ 自体，

学者たちへの証 明であることに気づ き始め

てか らでした。モルモ ン経は知的な観点か

ら称賛 を受 けているとはっき り言うことが

できます。内容 から見て，一般的標準のど
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重 ん じ ら れ る べ き 書 物 欄 卜欄 照 ：卜欄 卜欄 闇1卜欄 闇 ：卜欄：卜燗 剛 淵11卜欄 闇 ：卜弔1：：1蹴卜欄 鴫IH器

rτ 臓=謙 脚脚脚慧 蕪1欝1繁

1見 られる交差配列の例 膿 麓荏鶉桑織 灘
また誰で筋 嬉 んでキリス トの御1ま ざまな資料です・lA

l名 を引き受けない者は，l

B

一

ほかの名で呼ばれる。

多
お

C従 って，かれは神の左 に居 るの雪

1で ある・

lD私 はお前たちが ，キリス トの書

1御 名はすなわち……忘れない1

ように望む。

lE決 してこの名前は消される
1は ずがないから，
lF罪 悪を犯すのでなければ
彗lF罪 を犯 して……用心をせ

1よ 。書

lEそ の心からこの名前が堂書

れないように1-

lDま た私は……忘れないように

i望 む。
lCお 前たちが神の左に居らず……
書lBお 前たちを 招き たもう声……を

1

(呼び)聞
いて

Aお 前たちを呼びたもう名前

彗
1(訳 注 日本語訳では文章の句が前後 し
1て います。英語のモルモン経を参照して彗

1く ださい)
彗一______ _擁 最後から2番 目の部分と対応し，そのよう

蓬

1知 識人 にこの資料 をモルモン経と関連づ1
けて示すことには，おのずから問題があ り

籍諜 黎 鵬謝 謝1ま監争
1の 大 勢がたとえ改宗 しないとして も，モル

1モ ン経について納得 したなら，意義 は大 き

薯

1い と思 うのです。 また，証 というものは学

1問 的な理論や結論の所産 では決 してあ りま

§

はぐく

せんが，知識が力 となって霊的な感性 を育

1む 人々はいます。1

私 たちの大半 は，すでにモルモン経 に人1

人 を改宗 させ る力があることを経験 してし〉

iま す.そ の説得 力について，少 し考 えてみ

彩織 蒲 魏自㌶凝
1も 雄弁 に語っていると思 います。モルモン1

経 は，思慮深 い人々 に， それが真剣 に受 け琶

1止 められるべき書であることを納得 させる1
だ けのはかり知れない力を持 っているので

1す 。 そのことを証明するのに，例をいくっ琶

1か あげてみようと思 います・

1ド イッで， レーゲンスブルク大学 の著名

1な 教授の集中講義に出席 した際，マタイ伝匿

1と マルコ伝の交差配列法がテーマに取 りあ

lt職灘 灘 鴇 慧 裂馨良
1の 文 学上の技法のことです。文の初めの部

1分 が最後の部分 と対応 し，.2番 目の部分が

12
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トと手 を結んでいました。 モルモン経の民

はシドンの名をよく使 っています。サイ ド

ンという名の町があ りますし， サイ ドン川

やギ ドギ ドーナという人も出てさます。こ

のギ ドギ ドーナは， ブリガム ・ヤング大学

の ヒュー ・ニブレー教授が指摘するように，

シドンのエ ジプ ト名です。 ところがテユロ

ス(ツ ロ)の 名はモルモン経 にまったく出

てきません。 旧約聖書 ではこのふたつの名

は常に対 をなしていて，片方 だけ というこ

とはめったにないというのにです。モルモ

ン経でテユロスよ りもシ ドンが好 まれるの

は， リーハイが知 っていた当時の世界情勢

に合致 します。また， リーハイは外国都市

と密接 なつなが りを持 つ商人で，他の都市

国家に滞在 する外国人を保護 した「チュワ」

すなわち友好協約 によって繁栄と安全 を保

証 されていたと見 るニブ レー兄弟の推論を

支持す る形 にもなります。 リーハイはエジ

プ ト人を知 ってはいたが， それでも自国が

危険な道 へ向かうのを見て，エ レミヤと同
き ぐ

様 にイスラエル，エジプ ト間の同盟 を危惧

したというのは自然です。(「モルモン経へ

のアプローチ」p.52参 照)

その優れた学者 と討論 したい事項 はほか

にたくさんあ りましたが，私 は初 め，むず

かしい ミーテ ィングにな りそうで心配でし

た。彼はモルモン経を何章かすでに読んで

いて，初めて読んだに しては内容 をかな り

よく理解 しているにもかかわらず，モルモ

ン経を内容 のないものと結論づけていたの

です。私 たちは彼の見た箇所 をもう一度見

てみました。 また，角度 を変 えて何度 も読

み返 しました。何時間もじっくり話 し合 っ

たあとで，彼はモルモン経が決 して空疎な

14
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ものでないことを，心から認めてくれまし

た。彼 は，「あなたの本 は，本腰 を入れてか

からなければなりませんね」と言っていま

した。

私 はブ リガム ・ヤング大学4年 生 のとき

に，合衆国の元大統領 にちなんで名 づけ ら

れた米国ウッ ドロー ・ウィル ソン奨学基金

に応募 しました。 この審査では30分 の個人

面接 が重要視 されてお り， そこで3名 の試

験官からいろいろと質問 され るのです。私

の面接 は中頃 まで具合良 くいきましたが，

急 にひとりの試験官が話題 を変えました。

提出書類の中にブ リガム ・ヤング大学出版

局か ら出 したモルモン経 についての論文 が

あ り，彼 はそれをもとにして質問 したので

す。試験官は挑戦的に，「モルモン経は聖書

の焼き直 しではないのですか」と私に聞 き

ました。

それからの5分 間は緊張 しました。私 は

モルモン経が聖書 と明確 に異なっている点

をいくつかあげようと思いました。たとえ

ば両方の書物に出てくる山上の垂訓ですが，

欽定訳聖書 には 「兄弟 に対 して(故 なく〉

怒 る者 は， だれで も裁判 を受 けねばならな

い」(欽 定訳マタイ5：22)と あ ります。 か

っこの言葉 は，マタイが書いたずっとあと

になって加筆 されたものと見 られ，最初 の

新約聖書の原稿 にはその部分があ りません

し，モルモン経 にもあ りません。(m二 一フ

ァイ12：22参 照)私 はまた， モルモン経 に

載 っているイザヤ書か らの引用文 と聖書 の

その言葉 との相違点を指摘 し，モルモ ン経
ひ ゆ

と，聖書 に登場 しないユダヤ独特の比喩描

写 の重要 な類似点(特 に生命 の木 とヨセフ

について)を あげ，最後 にモルモ ン経の予

言者たちが独 自に書 いた詩を取 りあげまし

た。

私の返答で納得 してもらえたと思 うのに

は，少なくともふたつ理由があります。 ほ

かのふた りの教授のうちのひ とりが， しま

いに 「私 には盗作 とは思えませんなあ。 あ

なたはこれまでモルモン経 を読 まれたこと
ヒん

がおあ りですか」 と辛 らつな言い方で質問

をやめるようにうながしたことと，その審

査 に通 って奨学金が受 けられたことです。一

私は大学卒業後，英国のオックスフ ォー

ド大学でギリシャ哲学の研究 を続けました

が， ここで もいろいろな機会 を見つけてモ

ルモン経 を大勢の学者に紹介 しました。あ

る晩数人の新約聖書学者 が，古代ギ リシャ

の知的概念が初期のキ リス ト教思想 にどう

影響 しているかという討論 を始め ました。

話は進み，やがて初期ギ リシャ哲学 の発展

に相反するものが寄与 した役割 に及びまし

た。例 をあげると，紀元前6世 紀のヘラク

レイ トスという哲学者 は，宇宙の相反する

ものの問題 に深い関心を持 ち，それ らの相

反する現象を越えたところに調和 を見よう

としました。私はそれについて， リーハイ

の 「すべての物事 には必ずその反対のもの

がなければならぬからである。・9…・すべて

の物事 はみな合 して一つとならなければな

らない」(II二 一 ファイ2：11)と い う教 え

のことを話 しました。参加者たちの反応 は

好意的でした。 この文章 について，特に相

反するものに関する リーハイの単なる具象

以上の精神的思想の面から， もっと深 く知

りたいと関心を寄せる人が何人かいました。

その後，私 はノースカロライナ州のデュ

ーク大学 に通 い
，いわゆる偽書 として知 ら
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れるイエスの時代のユダヤ人やキ リス ト教

徒の書 き物 について研究する大学院セ ミナ

ーに参加 しました
。私 はセ ミナーの席 で折

折モルモ ン経について話 しましたが， 同席

者は私の意見をまじめに取 りあげませんで

した。セ ミナーの終 わり近 くになると，専

門分野では高名 なその教授 から，特 に難解

で知 っている人も少 ない 「ゾシマスの話」

に取 り組 むようにという提案が出ました。

「ゾシマスの話」には
，紀元前600年 頃 ，エ

ルサレムがバ ビロニヤに滅ぽされる前 に，

神 に導かれてある正 しい家族がエルサレム

を去 ったこと，彼らは祝福の地へ逃れ，そ

こで爪を使 って文字が書 ける軟 らかい金属

板 に記録 をつづ ったことが書 かれています。

話では， ゾシマスは夢の中でその民 を訪れ

ることを許されます。彼は荒野を旅 し，厚

い暗やみの霧 を抜 け， 海を渡 って，清い実

をな らせ蜜 のように甘 い水を流す1本 の木

のところからその地へたどり着きました。

(1二 一ファイ8：10-12;11：25に 同様

の叙述があ ります)

この近東の文書を専門的な角度か ら少 し

検討 したあとで，教授は学生たちに質問 し

ました。「では，ゾシマスの話 はどう解釈 し

たらよいで しょうか。これはユダヤ人 とキ

リス ト教徒 とどちらの ものだ と思 います

か。」出席者からほとんど発言はなく，分類

できないことにな りそうな気配でした。 こ

の話は， それまで見てきたどの文書にも似

ていなかったか らです。私 はもうそれ以上

待 ちきれなくな って， リーハイとその家族

について， またさらにモルモン経 について，

グループの人々に話をしました。私 が話 し

終えると，部屋 はいっそう静 まりかえりま

した。すると教授が 「皆 さん， このモルモ

ン経 についてもう少 し言いたいことがあ り

ます」 と述べ，交差法の存在やアルマ書13

章 のメルケゼデクの記述や，そのほか私 と

以前個人的 に話 し合 ったいくつかのことを

説明 し，「さて，このモルモン経 はどう見た

らよいでしょうか」 と質問 したのです。 メ

ンバーの中には，つまるところジョセフ ・

ス ミスをユダヤ人律法学者の生 まれ変わり

とすれば一番手 っ取 り早 いと言 う人たちも

いるにはいましたが，私 にとってうれしか

ったのは， それ までモルモ ン経に対 して一

番批判的な態度 をとっていた学生が， もっ

と知 りたいが どうしたらよいかと聞いてき

たことで した。

私の経験 したこれ らのことは， どんな意

義 があるので しょうか。個々の出来事 をと
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ればとりたててす ごい経験ではありません。

人々がモルモ ン経を真剣 に読むようになる

ときには，大勢 の人が似 たような体験 をし

ているのです。一つ一つは取るに足 らなく

とも， その経験 が合 わさってモルモ ン経 に

対する大 きな証 とな ります。

モルモン教徒 でない知識人が， モルモン

経を気軽 に無視するのはおそらく簡単でし

ょう。教育を受ければ受 けるほど， この書

物を見 くびる傾向はあ ります。金版，天使，

少年予言者など，利発 な学者 には超 自然界

の物語のように聞こえます。見た ところ平

易な文体 で，古代ヘブライの聖典 との関係

が明白なため，無意味であり，単純 なごま

かしだという声 を聞きもします。 しかし，

よくよく検討すれば， これは決 して無意味

どころか，愚かなのはかえって傍観者の方

です。モルモ ン経の傍観者が犯 すひとつの

大きな誤ちは，調べもせず理解 もしないの

に， ものわかりよく判断を下 してしまうこ

とです。

大学院セ ミナーでの経験や，オ ックスフ

ォー ドの学者 たち，審査員や研究員，神学

者，教授 といった人々との出会いは，その

こととどんな関係 があるので しょうか。 ご

く簡単 に言 えば， それはこのようなことで

す。私の経験からして， モルモン経 は見事

な主の道具です。 また，モルモン経が，そ

れ自体 イエス ・キリス トの福 音について人

人の敬意を集めるのは，見ていて驚 くほど

です。 ちょうど，家造 りらに捨てられたに

もかかわらず隅のかしら石 となったあの石

のようです。(使 徒4：11;詩 篇118：22参

照)か しら石であるモルモ ン経は，他 の点

では信仰深い大勢 の家造 りらによって， し

ばしば無頓着に拒否されてきました。 しか

し往 々にして真理 とはそのようなもので，

賢い人の知恵は主の前 に滅 びます。(イザヤ

29114参 照)そ してその とき，確信 と崇敬

が，疑念 にとって代わるのです。

私 はモルモン経がその正 当性を証拠立て

るものに不足 していると思ったことはあ り

ません。 この書物 は読 み手の心に， なるほ

どいろいろな疑問を起 こす ことで しょう。

しかし私 は， そうした疑問の行 きつく答 え

によって，失望ではなく報いを得 ています。

答えが見つかれば確信がわき，確信 できれ

ば敬意が生 じます。敬 う気持 ちを持 てば，

証への道 も時には開かれます。

モルモ ン経を尊重し， また人々 をもその

ように助 けることは大切 なことです。モル

モン経 は神のみ言葉 であり， この書物 を持

つ人々はこの書物 によって裁かれます。た

めになる教 えや戒めや正 しい知識 を人に与

える神聖な書物 なのです。すべての人々が

疑心を抱かずにモルモン経を受け，謙遜 な

祈 りによってそれが真実 だという聖霊の証

を受け入れるのは理想です。 しか し，そこ

までいかなくとも， この書物 が多 くの人に

重んじられているのはすばらしいことです。

私 はこの書物 を尊重 する ことで， 自分

が主 に近 づい たこ とを知 りました。その

つなが りが深 くなって，この貴重な記録 に

対する愛着や愛情が深 まり，感謝 していま

す。また， ありがたいことに，この書 に対

する崇敬の心が増すにつれ，私 自身 も成長

しているのです。(ジ ョン・W・ ウェルチ ：

弁護士，ブ リガム ・ヤ ング大学 」 ・ルーベ

ン ・クラーク ・ジュニア法学大学院で教鞭

をとっている)

18



さ蓉ぎ蓉な声

囹
0 マ

●
.ら覧
.

ロ ノ弍一 ト ・F・オぐ一 ン

あ
れもこれ もとあ まりに忙 しすぎて，

これでは一体 どうすれば一生の うち

にしたいことがや りおおせるのか と，途方

に暮れることはないで しょうか。要求の声

は，愛 し，尊敬 している人たちか ら上 が り

ます。彼 らが勧 める活動は，価値 のある重

要なものなのです。 ところがそれが間題で

聖徒の道/1984年4月 号

す。私 たちは何 もかもできるものでしょう

か。

こんな声を聞 きます。

「教会の召しは決 して断わってはな りま

せん。」

「女性 もいろいろな活動に積極的 に参加

するべきです。」
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「仕事で成功 しなさい。」

「良き隣人とな りなさい。」

「政治活動や市民活動 にも参加しなさい
。」

しかしその一方で こういう声 も聞 きます。

「家族 と一緒の時問をもっと取 りましょ

う。」

「母親の務めは
，女性 にとって一番です。」

「もっと家庭で過 ごしましょう
。」

「教会の召しにもっと時間をさいて くだ

さい。」

「極端 なことは避 けて
，家族 と教会に対

する務めをいつも忘れないでいましょう。」

そこで問題 です。家族 に教会 に仕事に社

会 に，あなたの時間をこちらへどうぞとさ

まざまな声が呼 びかけるとき，熱心な末 日

聖徒 はどうすればその時間を見 つけ られる

ので しょうか。

季節 があり ます

「天が下のすべての事 には季節があ り，

すべてのわざには時がある。」(伝道3：1〉

この訓戒は昔 と同様，現在 にも当てはまり

ます。現在の ことに集中せず，過去 や将来

の生活を今 に求 めるのは良いことではあり

ません。

いろいな活動 に費やす時間の割 り合 いは，

その人が今人生のどの段 階にいるかによっ

てはっきり変わってきます。人生の各段 階

にはそれぞれ 目的があって，一っ一つの季

節を適当な時期に経験 してこそ人生が充実

するのです。

優先順泣 を決め ること

ある特定の時期 に， その状況の中で自分

たちにとってどれが正 しいことか判断する

ためには，優先順位 を決めなければな りま

せん。ところが，「家族 と一緒 にいましょう」

20

「教会 の召 しを果たしましょう」 というよ

うに， どちらも 「正 しい」原則が衝突 した

らどうなるでしょうか。

大事 なのは， その状況 ごとに祈 りなが ら

よく考 えることです。ある状況 では正 しい

ことが，事情が変われば通用 しなくなるか

もしれないことをよく承知 していてくださ

い。優先順位 をつけるときには，場合場合

で最 も大切なことを選んでい きます。た と

えばむずかしい年齢 の子供 をかかえた親に

とっては，教会の責任 より子供 との接触の

方が大切 です し，ワー ド部の教会員に霊 的

な励 ましが必要 だというときには，息子 と

テレビで野球を観戦 するよ りそちらの方が

優先 され ます。「家族 と教会 とどちらが大事

ですか」 とい う質問は，十把ひとか らげの

答 えを期待 している としたら間違 っていま

す。家族 も教会 も一番 に重要で， どちらも

神か らきてお り，その時その時で優先順位

は先 にも後 にもなるのです。両方 ともイエ

ス ・キリス トの福音という大 きな広が りの

中で欠かすことので きない要素 となってい

るのです。個々の私 たちに必要 なのは，み

たまによって生活することです。聖霊 に敏

感 になれば，「季節」っまり状況ごとに，主

に喜 ばれ，受け入れ られる優先順位 が上手

に決められると思 います。

いつ になっ たら終わ るのだ ろうか

私 たちの時間を要求 する声がさまざま聞

こえる中で，意気消沈 して 「いつになった

ら終 わることや ら」 とつぶやいていれば好

都合な場合 もあるで しょう。要求 の声 はこ

の先いつ までも続 きます。一方， それらの

声 に取 り組むことこそ人生だと心得，その

声か ら逃れることを考 えずに現実 を直視 し，

一 日一 日を楽 しく生 きようと考えるな ら
，



憂 うつな状態 は軽 くもな ります。

例えて考 えてみましょう。 自転車 に乗 る

とき，足 を使 ってこいでいれば自転車は動

き，バランスも取れています。 しかし足を

使わなければ自転車は止 まり，乗 っている

人はバランスを失 って倒れてしまいます。

問題 に出会 って気落ちして立ち止 まると

きもそれ と同じです。 じっとしたままいろ

いろな声が消 えていくのをただ待 っていた

ら， 自分がみじめにな りますし，将来の見

通 しはゆがんできます。動 いて活動すれば，

バランスは取れて見通 しも立 ち，充実 した

生活が保たれるのです。

調和 を心 が けま しょう

調和の取れた生活をするためには， 時間

を上手 に割 り振 ることが必要です。聖歌隊

の指揮者を例にとって考えてみ ましょう。

合唱団ではアル ト， ソプラノ， べ一ス， テ

ナーをたくさんの人で歌います。 それぞれ

が どんなに優秀 な声楽家であっても， もし

めいめいが人におかまいなしに好 きな曲を

勝手に歌ったら，音楽 どころか騒音になっ

て しまいます。合唱団 は，正 しい出番 に適

切な音量と表現で歌えるように指揮者 が人

人を助 けて初めて まとまります。指揮者は

歌い手の個性をコン トロールすることによ

って，調和 の取 れた美しいコーラスを生み

出すのです。

家族，系図， ホームティーチング，伝道，

福祉の責任，神殿活動，いろいろな集会，

市民活動，隣人 との付 き合 い，仕事 ……。

生活の中のこうしたさまざまな「要求の声」

についても同 じことが言えます。 どれも皆

良いことだから好きな歌 を好 きな音量で歌

ってよいと許すのではなく，私 たち 自身が

自分の生活の指揮者 になることを，主 は望
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ん で お られ る の で す 。 主 は ジ ョセ フ ・ス ミ
うち

スに，「そは人自らの中に自由の意志あ りて

己れの事 を自ら為 す者なればなり」(教義 と

聖約58：28)と 言 われました。結果が耳ざ

わ りな不協和音 になるか調和 した音楽 にな

るか，それは私たちが別々の声を適当な時

と場所 に適当な強さで投入できるかどうか

で決 まります。主からの霊感 を得てバラン

スを取 るのは私たちの責任です。最終的責

任 は， 自由意志を使 う私 たちの肩 にかかっ

ているのです。

ひ とつに まとめ ましょう

「あれもこれ もとあま りに忙 しすぎて，

これでは一体 どうすれば一生の うちにやり

たいことがや りおおせるのか」 という質問

に対 しては， たくさんの要求が正 しい時 と

季節に従 って生活 に組 み込 まれるように，

祈 って主 に尋ねなが ら優先順位 をつけるこ

とが必要だと思います。そ うすれば， でき

ない と言 っていつもイライラしているので

はな く，できることを達成 しながら喜 んで
よ

いられます。「努めて善 き業に従い」(教 義

と聖約52：27)， それ によって心の弱るとき

を乗 り越えなが ら，生活 に調和を求めてい

くのです。私たちの生活がハーモニーの美

しい讃美歌 になるか， それ ともやか ましい

雑音になるかは，時間を要求するさまざま

な声の出番 や強さをどのように指揮するか

にかかっています。 この原則 を個々の状況

に応用すれば， ジョセフ・ス ミスの言 う「私

たちの存在 の 目的 と意 図」すなわ ち幸福

(「予言者 ジ ョセフ ・ス ミスの教 え」p255

を参 照〉を得ることができるのだと思 いま

す。(ロ バー ト・F・ ボーン ：カリフォルニ

ア州サ ンフランシスコのゴールデンゲー ト

大学で教鞭をとっている)
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は た ち

母
が急死 したとき，私は二十歳で，家

から5千 キロほど離れた町の大学 に

通 っていました。2年 の間母 に会わないで

いたためもあって，突然 の死 は大きなショ

ックでした。

それか ら2カ 月後，宣教師が家にやって

来 ました。話 を聞いていると，母の信条の

多くがこの教会の考 え方 と一致 しているの

に驚きました。母は自分 の教会か ら非難 さ

れながら，信念 を曲げずにきたのです。私

はすぐにこの福音の教 えを受 け入れ，3週

間後にバプテスマを受け ました。

私にとって，バプテスマはつらくもうれ

しくもありました。それ まで経験 したこと

のない幸せな気持 ちを感 じた一方で，母が

こんなに真理 に近づいていながらたった2

カ 月の差でこの福音を聞 くことができなか

ったという事実が悲 しく， また残念でなら

なかったのです。永遠の生命 についていく

ら知 ったところで，心 の平安 は見 いだせ ま

せん。私 は心の内を祈 り，母の死 を受 け入

れ られない自分の弱さをわびました。

そうしたある晩，私 は美 しい夢 を見まし

た。母が私 の部屋 に入ってきて， ベッ ドの

端に腰をかけるのです。 白ずくめの服を着

て，見だところは死ぬ前 に最後に会 ったと

きと同 じ母なのですが，ずっと若々 しくて，

顔には苦労や悲 しみの しわが全然 ないので

す。輝 くようなほほえみをたたえていまし
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た。 目が さめたとき，覚 えていたのは，夢

の中でしば らくの間，母が大丈夫よと私 を

慰 め，励 まして くれたことだけで した。

その翌週のことです。 ひとつの荷物が郵

便 で届きました。それは母が しまっておい

たもので，「シンディーに」と母の筆跡であ

て名が書 かれていました。私 は驚 きました

が， とにかく中をあらためました。古い家
し

族 の写真 が何枚か入 っていました。私が生

まれる前 に亡 くなった祖父母 の写真 でした。

私の学校 の答案用紙 や子供の ときの写真，

サ ンタクロースにあてた初めての手紙 もあ

りました。母 が取 っておいた小 さな白い日

記帳，手紙，そして黄ばんです り切 れた大

判のグラフ用紙があ りました。 そこには，

母のまた母親がずいぶん前 に始 めて，母 も

丁寧に書 き継いでいた数世代分 の家系図が

載 っていました。

私 の目には涙があふれ ました。長い時間，

その古 い箱 に頭 をもたせかけて泣 いていた

と思います。すす り泣きの声が疑 いや悲 し

みを洗 い流してくれて，それ まで願い求め

ていた平安が体中にしみとおっていきました。

その平安 と同時 に， はっと気がつきまし

た。母の信条が教会のいろいろな教えと一

致 していたのも，家族 の品物 を箱 に集めて

取 っておいたの も，偶然ではない。母の一

生 と母 の教 えが，私に完 き福音を受け入れ

る用意をさせ たのです。母は信仰 と霊感 に

よって，私 に家族 の歴史 をまとめ，家族 を

永遠に結ぶための系図や神殿活動 をする道

を備えてくれたのです。

私は母の宣教師になる必要 はあ りません

でした。母 が私 の宣教師だったのです。(シ

ンシア ・ブラウン ・スチーブ ンス ：3児 の

母，ユタ ・サンセ ットステーキ部 サンセッ

ト第3ワ ー ド部所属)



「知恵の言葉 は守 っていらっしゃるとい

うことですが。」

「その通 りです。」

「では
， この律法 に従 う人に約束 されて

いる祝福 は受 けておいでですか。」

「はい。いろいろとなすべきことを行 な

う健康 も体力も祝福 していただいています。」

「それ とまったく同 じことです。おふた

りで幸せな結婚生活 を築 く基 となる律法 に

従 えば，主は幸せな結婚 を祝福 して くださ

います。」私はそう話 しました。

それか らその律法 とはどういうものかと

尋ね られたので，私 は教義 と聖約の121章 を

開 きました。主はそこで，正 しい指導の方

法を教 えておられます。(特 に34-46節 〉ま

たローマ人への手紙 の12章 では，パウロが

教会 の各ユニットにあって一致 をはかるた

めの律法を語 っています。

そのご夫婦は，教義 と聖約121章 に「ただ
いつわ

説服 と堅忍 と柔和 と温情と偽 らざる愛……
きよ かん

また，親切 と浄 き知識……偽善 にあらず妊
ち

智にあらず」(42章)と 教 えられているにも

かかわ らず，徳 をもって協力 して指導者の

務めを果 たすことをしなかったと率直に認

めました。彼らはどちらが良くてどちらが

悪いか， いつもお互 いに張 り合 って，家庭

を土俵 に手段 を尽 くし勝 ち負けを争 ってい

たので した。

彼 らはローマ人への手紙12章 のパウロの

訓戒 に反 して，お互いに「この世 と妥協 し」

(2節)た 期待 を持 ち，「思 うべ き限度 を越

えて」(3節)自 分の ことや 自分 の意見に執

着 し， ふた りの相違を良い方 に受 けとめず

(4-6節)， 「互 に尊敬 し合 い」善意と愛

と快活 さと兄弟の愛をもっていつくしみ合
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う家庭に欠けていたこと(8-10節)を 知

りました。伴侶が喜 ぶときに喜 び，泣くと

きに泣 く(15節)こ とを常にはせず，「互い

に思 うことをひとつに」(16節)す ることが

少 なく，互いに 「平和 に過 ご」(18節)す 努

力が足 りなかったので した。ふたりは，「自

分で復讐 をしないで，むしろ，神の怒 りに

任せる」(19節)こ とがわからず，「悪 に負

けてはいけない。 かえって，善 をもって悪

に勝 ちなさい」(21節)と いう教 えが身にっ

いていなかった と語 りました。

つ まり私 は，彼 らに対 して次のことを述

べたわけです。ある意味でそうした状態は

「はっか
， いのんど， ク ミンなどの薬味 の

十分 の一を宮に納めてお りながら，律法の

中で もっと重要 な，公平 とあわれみと忠実

とを見のがしている」人々と同じで，「それ

もしなければならないが， これも見のがし

てはならない」(マ タイ23：23)と い うこと

です。

この質問の答 えとしては，人生の一側面

としての結婚 を支配 する数々の律法 に従 っ

たならば，実 り豊かな永遠の 日の光栄の結

婚 が約束 されると申し上 げておきます。そ

の律法は福音全体 の中でも最 も守 りがいの

ある高度 な律法であ り，従 う人々に主が約

束 しておられる恵みは， ほかのどの恵みよ

りも大きいのです。

「およそ最高の栄 に進 むを得て生命 をう

ずくるに至る門は狭 く，道は細 くしてこれ

を見出す者は少 し。・一…されど， もし汝 ら

この世 に於 てわれを受 け入れなば，汝らわ

れを知 りて最高の栄 に進むを得ん，すなわ
あ

ちわが在 るところに汝 らもまた在 らん。」

(教義 と聖約132：22-23)
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「

思います。検査 をすると，手術のできない
がん

大 きな癌が見つかりました。医師たちは，

近代医学では数年の延命が可能であるし，

完治する人もいると説明 して くださいまし

た。私 たちは，夫 もその幸運な人の仲間入

りができると信 じて，希望 を持ちました。

神
権 の祝福が私 の生活 に大きな意味を

持ったのは，何 と言 っても3年 前に

夫のデイブが重病で入院 したときか らだと
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胸に激痛を感 じ始めたのは，順調 に回復

していたときです。肺炎 を起 こして，両肺

に血の固まりができたのです。その後の3

週 問は肺の機能を回復 させ，生命 を救 うの

に精いっぱいで，癌の ことなど二の次でし

た。最後に胸の大手術 を受けて，ようやく

再 び回復に向かうようになりました。
あん ど

私たちは安堵 に胸 をなで下 ろしました。

私 にとって難題 は一度 にひとつで十分だっ

たのです。 さて落ち着 くと， また癌の こと

が気になり始めました。私 は楽観的な気持

ちで，医師 に夫の この先 の見込みについて

尋ねました。医師 は，科学療 法が きけば2

年位は癌の転移が遅れ るでしょうと言 いま

した。私はぽう然 としました。15年 か20年

という返事 を期待 していたのに，2年 もも

てば良い方だというのです。

私は悲 しみに打 ちのめされました。 それ

は，夫が死んだとしてもこれほどではない

と思われるくらいで，『3日3晩 の間，苦 し

みのあまり自分 が死んで しまいそうな気持

ちでした。 日曜 日になって夕方の聖餐会に

出席すると，監督 やホームティーチャーな

ど何人かの人が，何 か手伝 えることはない

か尋ねてくだ さいました。私 には神権 の祝

福がぜひとも必要で したが， 口を開けば取

り乱してしまいそうなのが怖 くて，ただ心

配あ りませんというようにうなずいただけ

で建物から出ました。

それから数分後 に病院に向かう途中，私

は援助 を断わった自分 に腹 を立てていまし

た。こんな状態ではもうとてもいられない

と自分でわか りました。「これか らどうした

らいいの6」その ときふいに答 えが浮かびま

した。「デイブは神権 を持 っている。私 はデ

イブから祝福 をしてもらえるんだわ。」

夫が祝福を与 えるのは少 しおかしな感 じ
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もしました。 自分 の命を救 ってもらうため

に何度か祝福 を受 けた側 だったのですから。

「病人」 に 「健康 な人間」への祝福 を頼む

ようなものでした。で も，私 にとってほか

に頼める人はいませんでした。

その 日の夜，私が夫のベ ッドに腰かけ，

夫が私 の前 に立 ったときの様子 は忘れるこ

とがで きません。病衣を着た夫はやせ こけ，

青 ざめ，痛みをこらえなが らやっとの こと

で立 ち， おもむろに左手を私 の肩，右手を

頭に置 いて神権の祝福 を述べ始め ました。

義人の行使 する神の神権の力強いこと!

夫 は力 と勢 いと権威 をもって語 り，私の心

か ら悲 しみが除かれるように主 に願 いまし

た。すると即座 に苦痛がいやされるのを感

じました。 それはまるで主が直接に心の中

から悲 しみを取 り出 して くださったようで

した。

それ以後，大変な 日々があっても私 に苦

悩 は訪れませんで した。

ここ3年 間，夫の癌 との闘いは苦 しく辛

いもので したが，夫はまだ生 きて います。

医師は，完治 も大 いにチャンスがあると言

っておられます。私 たちは，夫が今生 きて

いられるのは神権の力のおかげであると確

信 しています。

讃美歌にある通 り，「天のいや し得ぬ悲 し

みは地上にない」 ことを，私は心の底 から

知 りました。(『来 たれ，悲 しむ者』英文讃

美歌18番 参照)

私 はこれまで神権によって受けてきた祝

福 を毎 日天父に感謝 してお りますが，一番'

心 に残 るのはやは り，病衣 を着た勇気 ある

神権者の もとで部屋中に力がみなぎったあ

の晩のことです。(エ リナー ・イェイツ・バ

ー トン ：6児 の母，ユタ ・ベニオンステー

キ部ベニオ ンワー ド部所属)



7
歳のマシューが一生懸命働 いて得 た

お金で，土曜 日に母親 のために扶助

協会のテキス トを買 いました。その行為 が，

どんなに意味深い ものであったか， おそ ら

く本人にはわからなかったと思います。 そ

のお金は，父親が病気で入院中にマシュー

が家の仕事を手伝 い，「一家 の柱」として大

役 を果たした特別報酬だったのです。親 と

しては， 自分 のために年相応 のお もちゃで

も買 って もらいたかったのですが， マシュ

ーはかえって
，私のために新 しい本 を買う

ことにしたのです。

私 は， マシューの犠牲を受 け入れるのが

心苦 しくて，2，3日 後 に自分の気持ちを

友人に打 ち開けました。結局 のところ， 自

分の什分 の一を払い，本を買ったのでは，

マ シューの手元 には，ほんのわずかなお金

しか残 らなかったのです。

「マシューのお金 です もの，受け取 るま

で もなか ったのよ，ナンシー。 でも私が受

け取 れば， マシューは喜 ぶと思 ったの。私

も彼のしてくれたことが うれ しかったし，

彼 には別な形で返 してあげるつ もりよ。」そ

う説明 しました。

そのとき，奇跡が起 こったのです。

言い終 わった瞬間，什分 の一に対する私

の思いが一変 しました。 さながら突然明か
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りがついたときのように，私 の理解力はい

きなり開 かれたのです。

私 はいつも定期的 に忠実 に什分 の一を納

めてきま した。 しかし， ふり返 ってみると，

ご自分の什分 の一を要求 なさる神(教 義 と
おそ

聖約64：23参 照)に 畏れかしこみながら什

分 の一を捧げていたのです。 とにかく私が

ひどく思 い違 いをしていた神 は，慈悲深 く，

愛情があって，私 たちが朝な夕なに心をう

ちあける祈 りに耳を傾けてくださる御父，

私たちを心 にかけ， みもとにたち帰 ること

を望 んでおられる父なる神ではな く，おず

おずと什分の一 を捧げる対象 と.しての神 で

した。

私 はそのときに，天父が私 を愛 しておら

れることを知 りました。 たしかに収入の什

分 の一を天父にお返 しするのは，私 の当然

の義務で したが，むしろ天父は，私の捧げ

物 を認め，私 がそのようにすることを喜 ば

れたので した。

私 は台所 に立ちつくしたまま，涙がほお

をつたって流れていくのを感 じていました。

自分 の口をついて出たことばが，心 に響 き

わたるのを感 じなが ら，主の約束 を思い起

こしていました。

「わた しの宮に食物のあるように，十分

の一全部をわたしの倉 に携 えてきなさい。

これをもってわたしを試み，わたしが天の

窓を開 いて，あふるる恵みを， あなたがた
いな

に注ぐか否 かを見 なさいと，万軍の主 は言

われる。」(マ ラキ3110)

愛 に あ、言・れ る天父の教 えに，どんなに感

謝 していることでしょう。そして，幼 い息

子の思いや りにあふれた，無私の行 ないに

も，感謝せず にはいられ ません。(デ ニー

ズ ・ウォル シュ ・ソ ー トン ：カナダ， アル

バータ州 リービッ トに在住)

27



ペルーに残 る

白い神の伝説

カーク ・マグヲレビー

西
半球のインディアン部族のほとんど

に，昔天か ら下 って民を教え，組織

した 「白い神」 にまつわる言い伝えが残さ

れていることは， よく知 られています。広

い地域 にわたるこの言 い伝 えの聞 き書 きの

うち最も興味深い話のいくつかが，ペルー

のもので，ペルーではこの伝説の神は， コ

ンチキ， ビラコチャ，タナパ，パチャカマ

ク，タラパ カ，アル ノアンなど， その土地

土地でさまざまに呼 ばれています。ペルー

人歴史家の 有名 な4人 ， つまりペ ドロ ・チ

エザ 。デ'レ オン， サル ミエ ント ・デ ・ガ

ンボア，ベタンゾ，一サンタクルス ・パチャ

クチは，ひげをたくわえたその白い神 につ

いて特に興味 ある記述 をしてお り， それら

を総合すると，伝説の神 の姿や個性， それ

にアンデス山地 インディアンの祖先の間で

その神の したことがかなり詳細に浮かび上

がってきます。

ペ ドロ ・チェザ ・デ ・レオンは， スペイ

ン人支配者 間の内戦 にまで発展 していた反

乱鎮圧 の派兵 に1兵 卒 として加 わ り，1548

年 ， ペルーに上陸 しました。1550年 までの

滞在期間に，彼 は征服間もないこの地方の

ほとんどの国を訪れ，地勢，植物，住民の

習慣 や主だった歴史を観察 し，記録 しまし

た。1541年 の コロンビアヘの旅行以来，観

察 日誌 をつけていましたが， このときはぺ
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●ペルーに残る白い神の伝説

ペ ドロ ・チェザ ・デ ・レオンは最初 の1

冊 の前書 きにこう書いています。「私がここ

に書 くことは事実であ り，有益かつ重要 な

事柄である。 なぜならば，他の兵士たちが

眠 っている間も真夜中になって くたびれ果

てるまで書 き続 ける 日が幾晩もあったのだ

から。」チェザの1冊 の本 「ラ・クロニカ・

デル・ペルー(ペ ルー史〉」 は1553年 にセ ビ

リヤで出版 されましたが， その次の 「エル

セニ ョー リオ ・デ ・ロス ・インカス(イ ン

カの帝王)」は1880年 に ようやく刊行 され ま

した。彼 は 「インカの帝王」の第5章 で先

祖たちに姿を現わした白い神の伝説 をこう

記録 しています。

「インカに王が出る前，あるいはこれ ら

の王国でインカの名が聞かれる前， これ ら

インディアンは語る中で もとりたてて大 き

なひとつのことについて話すのだが，彼 ら

は力 を込めて言う，長 い間太陽を見なか っ

た，と。そして民 は太陽がなかったため恐

れおののき，神 とあがめる人々に長い祈 り

や嘆願を捧げて，失 った光 を戻 して くれる

ように願 った。そうしていると，チチカカ

の島， これはコユーの大 きな湖の中にある

が，そこから太陽がきらきらと昇って，皆

はたいそううれしくなった。そしてその後，

彼 らは言 う，昼の太陽の地か ら大 きな白い

男が現われた。 その顔つ きや姿 かたちは大
そな

きな権威 と尊厳を具 え，そしてこの男は絶

大な力をもって山を平 らにし，平野を高 い

山にし，石 から水 をわかせた。人々はその

力を認めて， その男は万物の創造者， 自分

たちの創始者，太陽の父 と呼 んだ。なぜな

らばたとえそれでなくとも，彼 らは言 う，

男は多くのもっとすば らしいことをした，
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人間 と動物 に命を捧げたか ら。そして人々

は男の手か ら大 きな恩を受けた。私 に話 し

てくれたインディアンによれば，彼 らはそ

れを先祖 から聞 き，先祖 はそれを昔 から伝

わる歌の中で聞 いたという。 この男は北へ

向かい，山を旅 しながら多くの奇跡を行な

って，人々は二度 と再び男を見なかった。

多くの場所 で，彼 らは言 う，男はどのよう

に生きるべきか人々に戒めを与え，愛と深

い謙遜 さをもって語 り，善 人になるよう，

人を傷 つけないように，代 わ りにお互い同

士愛 し合 って慈悲深 くなるようにと説いた。

たいていの人々 は男 をチキビラコチャと呼

ぶが，コユーの地方でチ ュアパカと呼び，

別の地方 ではアルノアンと言う。いろいろ

な場所に多くの神殿 が男のために建 てられ，

そこでは男 に似せて石像 を立て，その前に

いけにえを捧げた。チアフアナクの町 にあ

るい くつ もの大きな石像 はこの時代に築か

れた もの と言われ，昔 からの言い伝 えによ

って も，イ ンディアンたちは私がチキビラ

コチャについて語 る話と同 じ話を物語った

という。 その男についてそれ以外 のことは

何 も言われておらず， また， その男はこの

帝国 に再 び戻 って来 ることはなかった。」

ペ ドロ ・サル ミエン ト・デ ・ガンボアは，

スペイン軍有数の船長兼航海長で した。彼

はクスコに駐屯していたときに， フランシ

スコ ・デ ・トレ ド総督 からインカ史の編糞

を命 じられました。古代 インカの帝都 にな

お健在の長老 たちを召集 し，個別 に話を聞

いて， その証言を比較検討 してか ら結論 を

出し，まとめたのですが，彼 がそろえた稿

本 は，「ヒス トリア ・デ ・ロス ・インカス，

ラ ・セガンダ ・パルテ ・デ ・ラ ・ヒス トリ



ア ・ラマダ ・インディカ(イ ンカ史 一 イ

ンディアン史の第2部)」 と題 され，2冊 目

は3つ に分冊 される予定 になっていました。

草稿は長 い問スペインに保管 され眠 ったま

まで したが，やがてゲ ッチンゲン大学図書

館(ド イツ)に 売 られ， そこで見いだされ

て1906年 に出版され ました。 サル ミエ ント

の語った白い神 の伝説は次の通 りです。

「インディアンの全員が一致 して
， 自分

たちはこの ビラコチャによって造 られたと

述べた。 ビラコチャとは彼 らの信 じるとこ

ろによれば，中背の白人で，身のまわ りに

白い衣 をまとい，杖 を持 ち，手に1冊 の本

を携 えていた。このあとでインディアンは

奇妙 な話をした。 それは， こういうことで

ある。 このビラコチャは人民の全部を造 っ

たのち，大勢の人間が集 まっている所へ歩

いてやってきた。 ビラコチャは敬慶な業 を

行ない，造 った人々を教 えながら旅 を続け

た。そして，ペルーの地を離れるについて

は， 自分 の造 った人々に話 をし，将来の出

来事 について民に忠告 した。 自分が ビラコ

チャだ， お前たちの創造者 だと主張する人

人がやってくるが，民はペテン師 にだまさ

れてはな らない。 これか らは使 いたちを送

って民を教え，支えようと。こう言ってか

ら， ビラコチ ャとふたりの連 れは海 に入 り，

まるで地面の上を歩 くように沈 まないで，

水の上を歩いて行 った。」

ジュアン ・デ ・ベタンゾは， フランシス

コ ・ピサロらと共にペルーを侵略 した最初

の征服者で した。彼 はこの国に踏み込んで

からただちにインカ語のケチ ュワ語 を勉強

し始め，宮廷公式通訳官 に召されるほど上
たんのう

達 しました。土地の言語 に堪能であったた

聖徒の道/1984年4月 号

め，1冊 目の出版物 はスペイ ン語 一 ケチ

ュワ語辞典で した。 インカの王女 のひとり

と結婚 してクスコに住み， じかに観察し，

資料を集 めて，1551年 ， アンデス ・インデ

ィアンの伝統 と歴史 についての主著である

「サマ ・イ ・ナラシオ ン ・デ ・ロス ・イン

カス(イ ンカ略史)」 を出しました。彼 は自

分 の書に 「現住民の語 りの順序」 をその ま

ま残そうと配慮 しました。以下はベタンゾ

による ビラコチャの神 の描写 です。

「インディアンに
，古代人が このビラコ

チャを見 たときビラコチャをどのように思

ったかを尋ねると，受け継いで きた言い伝

えによって，彼 らは私 に言った。 ビラコチ

ャは背の高い人で， くるぶ しまでくる白い

衣服を着てお り， この衣 をビラコチャは腰

のところで締め，髪の毛 は短 く，頭に祭 司

がかぶるような冠 をつけ，かぶ り物なしで

歩 き，手 には今祭司たちが持 ち歩 く大 きな

宗教書の ように見 えるものを持 っていた。

私が彼 らに石像 を建 立してあがめたこの方

の名前 を聞くと，彼 らは，コン ・チキ ・ビ

ラコチャ ・パ チャヤチャチク，っまり彼 ら

の言語で言えば 『神，地球 の創造者』 とい

うと私 に言った。」

次 の伝説の記録者については，現在のと

ころ， インカ帝国の南部出身のインディア

ンで，キ リス ト教 に改宗 したことを誇 りに

思っていたということ以外，ほとんど知 ら

れていません。彼は ドン ・ジュアン ・デ ・

サ ンタクルス ・パチャクチ ・ヤンキという

長い名前 を使 って書 き，スペイン語 とケチ

ュワ語の混 じったその風変わ りな原稿は，

1880年 まで出版 を見ませんで した。 しかし，

このサ ンタクルス ・パチ ャクチの白い神伝
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えによって，彼 らは私 に言った。 ビラコチ

ャは背の高い人で， くるぶ しまでくる白い
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のところで締め，髪の毛 は短 く，頭に祭 司
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宗教書の ように見 えるものを持 っていた。

私が彼 らに石像 を建 立してあがめたこの方
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ラコチャ ・パ チャヤチャチク，っまり彼 ら

の言語で言えば 『神，地球 の創造者』 とい

うと私 に言った。」

次 の伝説の記録者については，現在のと

ころ， インカ帝国の南部出身のインディア

ンで，キ リス ト教 に改宗 したことを誇 りに

思っていたということ以外，ほとんど知 ら
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●ベルーに残る白い神の伝説

今 それはヤン キ ・カパ コチャの湖 と呼ばれ，

どのインディアンもそれは昔 は大 きな町だ

ったと言う。それが今は湖だ。民が言 うも

うひとつのことは， カチ ャプカラと呼ばれ

た高い丘の頂上 に女 の形をした偶像 があ っ

て，彼 らが言 うに， トナパはこの偶像 をき

らい， あとで火を呼 んで この丘 と偶像 を焼

き，丘をまるでろうでで きているように溶

か して滅ぽした。今 でも，世 界に聞いたこ

とのない恐ろしい奇跡の名残があるという

ことだ。民が言うにチュナパ はチャカマル

カ川のわきをたどって旅を続 け，やがて海

に出て， そこから海峡 を越 えて別の海に行

った。これは昔むか しのインカ族が確 かだ

と証言 している。」

白い神の伝説を伝えるペルーの4冊 の本

を総合 してひとつの姿に描いてみると， ビ

ラコチャ神 の興味深い横顔が浮かびあがり

ます。彼 は創造の神で， 自分が造 った民 の

所 を訪れて彼 らを教え，彼 らの中に指導者

を立て ました。彼 は白い肌を しており， 中

背か大柄 な体格で， 白いチュニックを腰 で

締めてくるぶ しの所 までたらしていました。

若 いという年頃 は過 ぎていて，ほっそりと

しており， 白髪で した。歩 くときには杖 を

携え，手に本を持 ち，時々頭に冠をかぶ り

ました。非常な権威 を示 しましたが，愛と

謙遜をもって語 り，皆 を自分 の息子，娘 と

呼びました。

インカ帝国時代 をさかのぼ る昔，この ビ

ラコチャが来たことから， アンデス ・イン

ディアン最大の言 い伝 えが生 まれたものと

思われます。 ビラコチャが現われる何 日も

前から，太陽 は暗 くな り，民 はそのため非
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常 な辛苦 を味 わいました。熱烈な祈 りや嘆

願ののちにようやく光が戻 り，それか らビ

ラコチャが現われました。彼 はペルーの山

間の行 く先 々で奇跡を行 ないました。丘 を

低 くし，平地 を山にし，岩から水 をわかせ，

動物や人間を生かし，水上を歩 きました。

手 を触れ るだけで病人をいや し， さまざま

な土地の言葉 をどれも流 ちょうに話 しまし

た。 ビラコチ ャが呪 ったため，ひ とつの町

は湖 におおわれ，全住人はおぼれ死 にまし

た。丘を呪 うと，天か ら下る火 によって丘

は焼 き尽 くされました。彼は人々に隣人を

愛 し，慈悲の心 を持つ ようにという戒めを

与え，悪事 については民をこらしめました。

木に書かれたその説教の写 しを民 に与 え，

それから再度教 えを彼 らに強調 しました。

彼は大勢 の群衆 に向かって将来の出来事 を

告 げ， ビラコチャの名 を語 ってやって来る

者があるだろうと警告 しました。 そして，

これからは民を教 え，支えるためにまこと

の使 いや しもべを送ると約束 しました。 ビ

ラコチャはこの世の財産は何 も持 たず，訪

問 を終 えてから海へ向かい，民は二度 と話

を聞くことがなかったので した。

アメ リカ土着の民族 に伝 わる数 多くの白

い神 の伝説と，モルモ ン経に記録 された復

活 したキリス トのアメ リカ訪問の記事 との

間に強い関連 を主張する人々がいるのはも

っともなことです。ペルーの伝説の詳細が

主張を裏付けています。私 にも，スペイン

人歴史家たちに初 めてその伝説 を物語 った

ペルー ・インディアンは， この話をかな り

よく覚 えていたように思 われるのです。

車
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指
導の原則 のうちで委任ほど誤解 され

ているものはないのではなかろうか

と思 います。仕事で大忙 しの指導者に対 し

て，「もっと委任 しなくちゃだめだよ」とか

「委任の仕方 を知 らないんだね」 といった

言葉 をよく耳 にします。委任 といえば仕事

を別の人にそっくりあずけてその責任 から

手を引いて しまうことだと考 えているので

しよう。

しかし，立派な指導者であれば，委任 し

たからといって，必ず しも時間が急 に増え

るわけではないことを知 っています。長期

的に見て，上手 な委任がで きれ ばほかのこ

とをする時間が生まれるはずですが， さし

あたっては指導者にもっと時間が要求 され

ることもあるのです。

何 が必要なの か

委任を，収拾 のっかない重荷 ではなく自

分の手の うちの道具 にするには， どうした

らよいで レようか。最初に大切 なのは，委

任 しようとしている仕事 の性質 を理解する

ことです。

1.割 り当て 割 り当てとは，たいて

いはその時1回 限 りのはっきりした具体的

な仕事を言います。話 をする， レッスンの

一部 を行 なう
，お使いに行 く，などがそう

です。我が家の16歳 の息子がバ スケッ トボ

ールの早朝練習に出かけるのを車で送 らな

ければならないとき，私 は年上の子 に運転

を頼んだのですが， これは割 り当てです。

その 日1日 だけ，私の代わ りにしてくれた

仕事 ということになります。

割 り当ては1回 きりの仕事 なので，新 し

い技能 を伸 ばすなどということはあまり期

待で きません。 しかし，割 り当てがきっか

けとなって新 たな関心や訓練，進歩 につな

がることはあるで しょう。

2.ブ ロジェクト プ ロジェク トとは，

もっと大がか りで複雑ないくつもの仕事 が

組み合わさったもので，能力や技術 が要求

されます。 しかし割 り当てと同様に，たい

ていは一時的な仕事 です。

たとえば，私 のワー ド部 の監督が大祭司

グループ リーダーに， ワー ド部夕食会のプ

ロジェク トを委任 しました。それ には，

食事， テーブル，装飾，給仕，余興 などの

準備 が全部含 まれていました。それを受け

たグループ リーダーは，おのおのの責任 を

ひとつずつ数名 に割 り当てたのです。

両親 は，適当な場合 には，プロジェク ト

の責任 を子供たちに与えるとよいと思いま

す。「ふ とんを上げなさい」「これをお隣 に

持 って行 って」「コー トをきちん としまいな

さい」「ごみバケツを出 して」「茶 わんやお

皿 を並べて」な どという小さな割 り当てで

はなく，家庭の夕べの活動や食料 品の買物，

1週 間分の献立作 り，貯蔵食料の確認など

を子供 に委任するのです。

上手に委任 された計画 は， その責任を受
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けた人たちにとってすばらしい成長の機会

となるはずです。計画全部を任せてしまう

のをためらって， ただ割 り当て しか与えな

いのは，愚かな人です。

3.担 当 担 当というのは， その時限

りの割 り当てやプロジェク トと違 って，長

期間続 く込みいった活動 をいいます。

それは役職 とか召 しとかの決 まった働 き

である場合 があります。 ステーキ部長 は福

祉農場 の仕事 をある高等評議員 に，独 身成

人のプログラムを別のある人に， また若 い

男性や若 い女性，教師養成， スポーツ活動

その他 の責任 をそれぞれの人に委任 します。

しか しまた，正式の召しや役職 といった

形を取 らず，必要 が生 じたときに委任する

こともあ ります。ある父親が，家族の車を

いつも点検する責任 を長男 に担当 して もら

うようにしました。十代の娘 は，毎朝聖典

の読書 と祈 りをするように家族全員 を起 こ

す仕事 を受け持 っています。持 ち場 を決め

て子供たちに掃除の責任 を与えている家庭

もあ ります。

ある母親 は買物の計画を娘 に委任 しまし

た。 かな りの大金 を娘があずかって，献立

とにらみ合わせ食料品一切の買物 をする責

任です。担当を委任 すると，委任 され た人

には学んで成長す る機会があり，指導者や

親は仕事 がひとつ減 ります。 しかし初めに

教 えた り養成 したりするのに，仕事 を自分

でする場合 よりももっと時間がかかること

があるのも事実です。

なぜ委 任 を

指導者が委任することには，お もな理由

が、言・たつあ ります。(1)そ の仕事 をする時

間，技能，あるいは手段 などに不足 してい

る。(2)そ の責任 や活動 によって もた らさ

れる成長の機会 をだれか別の人に与 えたい

と思 う。

他方，委任 をしない指導者たちの理 由と

しては，(1)委 任 して も，望 む通 りの仕事

が必ず しも期待で きない。(2)教 え るよ り

も自分 でした方が時間がかか らない。(3)

何 かを委任 しても期限内に 「適切な」や り

方 で仕事が終 わらないのは，見ていてイラ

イラする。(4)割 り当てられたことについ

て質問や不満が出るため，かえって問題が

増 え， 時間が取 られることがある， などが

あ ります。

障害を取 り除 きま しょう

しか し，委任 する際の邪魔物 は克服でき

ます。次に提案 をあげますので役立ててく

だ さい。

1.霊 感を求める 個々の割 り当てを

だれに与え， どういう人たちにどの仕事 を

してもらうかを祈 って決めます。 そうすれ

ばあなた も委任を受けた人 も，'仕事 に対す

る意気込みが違って きます。

2.や りがいのある位事を与える 退

<>・<><><><>◇ く><>・<><>・<><>く>
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屈 で面倒 くさい活動だけを人 に押 しつけ，

良い仕事 は自分 でするという傾 向はあ りま

せんか。そうすると，仕事 を与えられた人

はそこに進歩や成長が見いだせず，やがて

仕事 を嫌 うようにな ります。 ひと りの子だ

けが家庭の夕べの後 の皿洗いをいつ もさせ

られて， レッスンをしたり活動 を選んだり，

デザー トを決めたりする役 目がまわ って こ

ないとしたら， いやになるのは当然です。

教会や家庭の指導者は定期的 に委任 したこ

とを見直 して，人々が自分の責任 をどう感

じているかを知 ってほしいと思 います。

3.こ ちらの期待 していることをはっき

り伝える 仕事を人 に委任 しても， ある

程度の責任 はまだその人に残 っています。

買物の計画 を娘 に委任 したとして， もし娘

が下手な買物をして しまった場合，家族の

食事 や栄養状態 についての責任 はそれで も

母親 にあるわけです。母親が，買物 の大切

さ，使 うお金の額， いつ買物に行 ったらよ

いか， どのような品質の物 を選 んだ らよい

かなど， 自分 の期待 していることをはっき

り説明することが大事です。それが しっか

り伝 わらないと，娘 はそのつ もりでないの

に母親や家庭 の計画 をだいな しにしてしま

うかもしれ ません。

4.意 欲を持たせる 仕事の重要 さを

説明し， 目標 をはっきりさせたら，今度 は

その人に割 り当てやプロジェク トや担当を

任せ ます。新 しい割 り当 てに対 して意欲

がわくようにただ励 ますだけよりも，言葉

で気持 ちや感想を尋ねた方が得るところが

多く， それはまた，質問 を引き出 し，あい

まいな点 をはっき りさせ，最後 まで責任 を

果 たすことにもつながっていきます。

5.必 要に応 じて指導する 責任が，

受 けた人 にとってなじみのない分野である

ためにす ぐには上手 にできないことがよく

あ ります。こちらで望 むような仕事 をして

もらうためには，指導者が時間を取 って適

切な指導 と訓練 を行 なうことが必要なこと

もあるで しょう。 たとえば，神権者 にホー

ムティーチングの責任 を与えるとき，指導

者 は時間を取 って必要 なことをわか りやす

く教 えなければなりません。その人を実際

に同行 させて良いホームティーチングの行

ない方 を見せた り， じっくり説明した りと

いうことも訓練 に含 まれるで しょう。 この

準備 なしでは良いホームティーチングはで

きず，みんながイライラして，定員会の指

導者 は自分が問題の一端 にかかわっている

という認識 を持 たないか もしれません。

6.進 展を見守る 委任 したらそれだ

けで，あとは眠 っていて も仕事 はできあが

り， と考 える指導者 がいます。 しか し実際

には，その後 も一貫 した後 ろだての計画を

持 たないと仕事の完成はむずかしいのです。

定期的に時間を取 り，それ までの仕事を検

討 する，成果 を評価する，計画 を練 り直す，

また必要 ならば訓練や指導を加 えるなどが
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それにあた ります。進展を見守るとは，常

に検査を怠 らないということではな く，両

者が合意 して時間を取 り， それまでの進展

を振 り返ることなのです。

たとえば，教師定員会に定員会のパー テ

ィーとその後の食事 の責任 を委任 した場合，

定員会ア ドバイザーはまず明確 な指示 を与

え， それぞれの割 り当てを終 えて報告する

日時を決めます。ア ドバイザーはパーティ

ー当 日までのんびり待 っていて
，その日に

なってか らあわてふためいて全員 を召集 し，

手配 ができたかどうかを確 かめるのではあ

りません。割 り当てを受けた人たちを励 ま

した り指導 し直 した りする方法を考 えてい

なかったために失敗する計画は多いのです。

また，後ろだてとなってあと押 しをするこ

とがない と，仕事 を与 えられた人は指導者

がその計画 に興味 を失 ってもう関心がない

と思 うか もしれません。そうするとやる気

をな くす心配があります。

7.任 せる 指導者は自分 の期待 して

いるところをはっきり説明し，指示を与え，

訓練 し，その後 のあ と押 しをするべ きです

が，仕事 を与えた人に自分 とまった く同 じ

やり方を望 むのは非現実的です。仕事 を人

に任せ るときには，その人の技術 と個性，

その人な りのや り方や経験 を生 かして仕事

をする権利 を，一緒に与えなければな りま

せん。仕事 を与えられたのに， 自分 の思い

通 りにしようとしていつ も目を光 らせて監

視 し， 口をはさみ，手足 を縛 る人がいると

なる と，不満 この上ないの も当然です。仕

事をする人は， 自分 自身 というものを出 し

て仕事 をするしかないのです。それを期待

し，認め， あるいは大いに評価 しようでは

ありませんか。だれでも責任 を受 けなが ら

成長 するのですから，指導者が思?て いた

より良 い仕事ができるかもしれ ません。

た とえば扶助協会副会長の司会や管理の

しかたが会長 と違 っていたとします。 もし

そこで会長 がそのまま見守れば，副会長の

やり方 もそれな りに効果的で，むしろかえ

って良い結果 を見 るかもしれません。 とこ

ろが会長がこまごまと注文 をつけて副会長
いしゆく

を畏縮 させたら，副会長 は成長できないで

しょう。

委任 は単 なる責任減 らしの方途ではあり

ません。それは，最終的 には指導者の仕事

を軽 くし， 引き受 けた人が新 しい分野で進

歩成長する， より大 きな計画，指導戦略な

のです。本腰 を入れた計画，明確 な説明，

適切 な指導， その後のあと押 し， それに，

委任 された人がその人のや り方で働 くのを

喜んで認めてあげること，これが上手な委

任のこつです。(ウィ リアム・G・ダイヤー ：

ブリガム・ヤ ング大学経営学部長， 「行動科

学」の権威)
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功を妨げる邪魔物の中で も最 もや っ

かいなものに， 自分の望 まない物事

のために多くの時間を取 られるということ

があります。かな り前 にハ リー・エマソン・

フォスディック博士 が語った 「バスを乗 り

違えて」 という物語 には，私たちにとって

大切ないくっもの教訓が込 められていると

思います。 これは， ミシガン州 のデ トロイ

トヘ行 くつもりでバスに乗 った男の話です。

長い旅路の果てに終点 に着 くと， そこはカ

ンザス州のカンザス ・シティーでした。彼

は初めそれを信 じませんでした。 ウッ ドウ

ォー ド・アベニ ューヘ行 く道 を尋 ねて， そ

んな通 りはないと聞かされると腹 を立てま

した。ないはずはないとわかっていたから

です。 しか し， しばらくすると， 自分 でい

くらそのつも りでも，今いるのはデ トロイ

トならぬカンザ ス ・シティーであるという

事実 に，彼 は目を開かされたのでした。万

事ははうまくいっていました。 ただ，乗 っ

たバスを間違 えたというほんの小 さな一事

を除いて。

人生の途上で，大勢の人間が行 くつも り

でなかった場所 に着いて しまいます。一名誉，

幸福，成功 という目標 を掲 げながら，バス

を乗 り違えて，不名誉，失敗，不遇の終点

に運ばれて しまうのです。私 たちがこの世

に生 きるひとつの主たる目的は，次の世 に

対 して備 えることです。私 たちの終点は大

きく分 けて3つ あ り，パ ウロはそれ ぞれの

すばらしさを 日と月と星の輝 きに比べてい

ます。彼は，「この星 とあの星 との間に，栄

光 の差がある。死人の復活 も， また同様 で

ある」(1コ リント15141一 一42)と語 りまし

た。

明 らかに， これらの栄光のうちで一番望

40



バスを乗 り達えて

繭
驚 一

七十人第一定員会名誉会員

スター リング・W・シル

ましいのは，生命へ通 じる狭 くて細 い道の

終点にある，太陽の輝 きに例 えられる栄光

です。 ところが残念なことに，旅 をする私

たちにとっては， イエスが指摘 されたよう

に， このあらゆる場所のうちで最 もすばら

しい場所へ到着する人がごく少数 なのです。

だれ もが 日の光栄の王国に着きたいと思っ

ています。そこは天の天，神 とキリス トが

おられる所，家族 の天国です。 しかしその

至高の天 について語 りなが ら，最低 の地獄

に向かうバ スに集っている人が大勢 います。

3つ の王国のうちで一番望 ましくないの

は星の光栄です。それは，小さな星 のまた

たきが昼間の太陽のまばゆさに劣る通 り，

日の光栄 に，はるかに及びません。聖典 には，

星の光栄 に到着する人は，浜辺 の砂，天空

の星のようにおびただしい数であると言わ

れています。またその人々でさえ， その終

点にたど り着く前に，地獄の罰 を受けて罪

を清め られなければなりません。膨大な数

の人々がこの本意でない場所にたどり着 く

のです。

サタンもバスを乗 り違えました。最終審

の判事 である神がすでに判決を下されたた

め，私たちは今 サタ ンの行 き着 く先 を知 っ

ています。 しかしサタンは決 して初めから

この不面 目を期 していたのではありません。

かつてサタンは，光明 を持 つ輝 ける暁の子

ル シフェルとして神 の近 くに立 っていまし

た。彼 は大 志を抱 き，「わた しは天 にのぽ

り， わた しの王座を高 く神の星 の上 におき，

・いと高 き者 の ようになろう」(イ ザヤ

14113-14)と 言 いました。 ところがこの

すばらしい目標 を掲 げながら，実際 は底 な

しの失 に向かう反逆 のバスに乗 ってしまっ

たのです。
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人生の どこかで，望みもしなかった場所

に到着 した経験 のある人は多いと思 います。

初めから破産するつもりで良い教育 を受 け

た り事業に投資した りする人はいません し，

みじめで不幸な離婚 を念頭 に置 いて結婚相

手を選ぶ人はいません。殺人者， 自殺者，

麻薬中毒者，アル コール中毒者 など，大勢

の人々が初めにそのような行 き先をまった

く想像 もしないで出発 してい ます。犯罪や

不道徳 を犯 して，更生施設や刑務所 にいる

人々は，行 く先 を計画 したときからそこの

場所を考えていたわけではあ りません。

身 につけて最 も価値ある才覚 は，行 きた

い場所へ連れて行 ってくれるバスを見分 け

る能力ではないでしょうか。

私は以前 に，両親 に対 して強 い反抗心を

抱いている娘さんと話を した ことがあ りま

す。彼女は自分 を，愛 されていないよけい

者と感 じていました。教会 に出席 したり正

しい生活態度をとったりすることは親 に降

参することだ と考え，満 たされない愛の埋

め合わせに，悪友 と良 くない交際を してい

ました。彼女の生活 は苦渋 に満 ちていまし

た。間違ったバスに乗 って間違 った人々の

仲間入りをしそうな態度 と暮 らしぶ りです。

奇跡のようなことが起 こらない限 り，その

まま，念願 のデ トロイ トとは違 うカ ンザ

ス ・シティーに連れて行 かれてしまうこと

でしよう。

初めか ら神経衰弱や離婚や刑務所生活を

目指 して出発する人はいない と思います。

しかし，身につき始 めた習慣の鎖が軽すぎ

て，切れないほど強 くなるまで気づかない

こともあるのです。 自分 の人格 という畑に

死の種が植 えつけられるのを放 っておいた
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ために， どうしようもない悲劇に見舞われ

ることがあ ります。その死の種はことのほ

かしぶとく，私 たちの生活にいったん根 を

めぐらす と絶やすのが非常にむずかしいた

め，豊作の祈 りはたいて いの場合空 しいも

のとな ります。

心に高い目標 を掲 げて も，行き先の違 う

バスに乗 ったときに，「自分 には気高 い目標

がある」 とひとりごちただけでは状態は何

も変 わ りません。大事 なのは実感です。私

たちは 「つもり」ではない， 自分の言葉 に

よって裁かれるのです。そのときに，「地獄

の道 は 『・・…つ も り』 という言葉で敷 きつ

められている」という古来の決ま り文句が

空虚 に響 いて くることで しょう。

意図を握 る左手 に，行ないを握 った右手

が，今何 をしているか知 らせないことは多

いものです。胸 に立派な理想 を養 っていて

も道 をはずれてばか りいると，やがて例外

が原則 に成 り済ます心配があります。 いつ

か立派な人間になりたい， しか しきょうは

まだいい と。例 えれば 「みだしなみや服装

や言葉でわた しを判 断しないでください。

心を見て くだ さい」 というようなことを，

私たちはよく言います。 これはきわめて危

険な状態で，転落 につながることむしばし

ばです。 なりたくもない人間のように装 い，

ふるまい，考えるのに，多くの時間をかけ

て もよい ものでしょうか。

私 たちは反抗 という制服一式の， どの小

物をも捨 て去る必要 があ ります。 ピエロの

衣装 でパ レー ドに加 われば，おそらく王の

ように考 えた り，ふるまったりはしないで

しょう。 わずかな善事 を行 ないなが ら，た

くさん の例外 を作ることはいけません。細



くて狭 い道 の終点 にある永遠の生命を目指

しながら，死 に至 る広 い道 で時間を浪費 し

てはな りません。

犯罪者 や罪人や軟弱な人でさえ， 自分 の

よりどころとする立派な理想や望 みを抱 い

ているのです。 そのことを心に留めておく

とよいと思います。私は州刑務所で大勢 の

受刑者が話 をする宗教的な集会 に出席 した

ことがあ りますが，彼 らは例外 なく 「世 の

中の立派な人間が この刑務所にもいる」と

語っていました。いろいろな点 でそれは本

当だと思 います。服役中の人の中には，世

間の人 より思いやりが深 く，親切で謙遜 な

人々がい ます。 いざ となれば，友達 に着て

いるシャツを脱 いで与 える人がいます。真

理についてす ぐれた証 を持 ち， すば らしい

祈 りを捧げる人がい ます。 それでも彼 らは

だれかを殺した り，銀行強盗をした り， し
め い て い

てはならないときに酩酊 したり，義 という

ことについて多少規準が甘かった りという

ように，小さな間違いを犯して しまったの

です。彼 らは行こうと思わなかった所に足

を向 けていました。私たち自身 も盲点をか

かえてお り，実際の自分 の姿 が目に入らな

い ときがあることを忘れてはならないと思

います。

多くの人が，道徳 を逸脱しながらこれ も

経験だ と考えています。 多くの人が物 を故

意に破壊 した り学校 に放火 したりすること

よりももっと悪 いことをしています。 デ ト

ロイ トでもカンザス ・シティーでも，行 く

先はどこで もかまわないというのなら，少

少の不注意 やうそも別 にかまわないでしょう。

心に行 きたい場所をはっきり定め，それ

から目的地 まで一直線に道を定めるのは，

実 に良い考 えです。例外が非常 に危険なこ

とを忘れてはな りません。良い行ないが良

い習慣 を築 きあげるよりもずっと早 いスピ

ー ドで，例外 は良い習慣 を崩 していくので

す。千回誘惑 をしりぞけてきて』 たった一

回のきまぐれですべてが無になることもあ

ります。地獄 から天国へは千の階段，天国

から地獄 へはわずかひとつの階段， という

言葉 があ ります。

理想 も， しっか りすが っていなければ，

あまり役 に立 ちません。一度信仰 を告 白す

るかあるいは何 らかの事情によってたちま

ち人 は救 われるという昔 ながらの狭い考え

は，1はなはだ有害 となります。人は，一度

きりの出会 いで敵 と闘って，それで全軍を

制圧 することにはな りません。闘いは続け

て勝 たねばならないのです。大勢の人が真

理の福音 について証を述べなが ら，恥辱 と

堕落の終点へ向かうバスに乗 り込 んでいま

す。死の種はたい して大 きくなくともよい

のです。悪の大木は，罪の小 さなからし種

か らで も育つのですから。 その木に育って

ほしくなかったら種 をまかないことです。

では，世 の中で最 も大切 な原則の.ひとつ

に戻 りましょう。 それは，まず自分 がどこ

へ行 きたいかを知 ること。次 に， そこへ連

れて行 って くれるバスに乗 り込むことです。
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トーマス･ケ イン
　になし

お話:ヌ ーザ ン･ア ー リン トン･マ ドセ ン

離 絨劃 灘熱

鞍 壌 穆
蝶

欝
1糺

糖翼･

懸臨準
鍛灘麟
　翫

か

ト互磁 工ζ稽延
一ムズ･ポ ークのつかいと して ,/846
ねん

年にモルモンのかいたくしゃたちの

とこうへ,や ってきました。そのと

き,か いたくしゃたちは,ア イオワ
がわ

でキャンプをしながら,ミ ズーリ川

をわたるしたくをしていました。ケ

灘織

㌦･,謡 毅:'

擾
,

離麟

嚇灘 鵯 鱗欝
鋤

とも

いたくしゃのお友だち

購灘霧
螺難

なんかい

インたいさは,モ ルモンが何回もは
いえ だ

くがいされ,家 をおい出されたこと
しんぶん よ し

を,新 聞で読んで知っていました。

あるとき,ケ インたいさは,キ ャン
ちか もリ

ブの近くの森をさんぽしていました。
き

ふと気がつくと,ひ とりのかいたく

しゃが,お いのりをしていました。
た みみ

た いさ は,立 ちどまって,耳 をすま
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o癩
きん

1リフォルニアからもってきた金をあ

げました。

またあるとき,ケ インたいさはブ
だい ちよう

りがム･ヤ ング大 かん長 と,ジ エー
だい

ムズ･ブ キャナン大とうりょうのあ
た

いだに立って,ご かいをとくために

はたらきました。そのごかいがとけ
くに

なければ,せ いとたちは,国 とせん

そうをしなければなりません

た。ぐんたいは,も うユタ

かっていました。でも,

ケインたいさのたすけが

あったので,せ んそうに

ならずにすみました。ウ

イルフォード･ウ ッドラ
だい ちよう のち

フ大かん長は,後 にこう

いいま した。｢あ なたは,
かみ て

神のみ手にあるうつわだ

ったのです。あなたは,

つるぎをさやにおさめさ
かみ

せるよう,神 かられいか
う

んを受けたのです。｣

ケインたいさは,ペ ン
かえ

シルベニアに帰りました
あと

が,そ の後もせいとたち
こころ なんかい

を心にかけ,何 回もせい

いえ

とたちの家をおとすれました。/883
ねん

年,ケ インたいさがなくなると,お
なんにん て

くさんから何人かのせいとたちに手
がみ て がみ なか

紙が とどき ました。手紙のqコには,
なん じ かん まえ

ケインたいさがなくなる何時間か前

に｢で きるだけていねいなあいさつ
とも

を,わ た しのあいするモルモンの友

だちみんなに,お くるように｣と い
か
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おも

思いました。ニタは,な んだかかな
き

しい気もちになって,ば あちゃんと
いえ かえ

いっ しよに,家 へ帰ってい きま した。
ゆう び じ いわ か

タ日が地めんや岩を,ま っ赤にそめ

ていました。
さき はし

ニタ は,ば あち ゃん より先に走 っ

ていっ て,い い ま した。｢ば あぢ ゃ
はな じ

ん,サ ボテンの花がさいてるわ。｣

ニタはとげにさされないように,
とお はな はな

遠くからサボテンの花の花びらに,
はな おお

さわりました。花びらはとても大き

くて,ロ ウをぬったようにツヤツヤ
うち

でした。｢お 家へもっていきたいな

あ｣と ニタはいいました。
はな

｢サボテンの花はすぐしぼんでし

み

まうんだよ。実になるまで,そ っと

してお いておや り。｣ば あち ゃん は,

鴨 勝

い いました。

ニタ は,ホ ーが ンにすんで いま し
き き

た。ホーが ンというのは,木 と木の
まる

かわでつくった,イ ンディアンの円
いえ いえ

い家です。家のまわりには,ま わり
いわ おな いう つち

の岩と同じ色の土がぬってあります。
お とこ こ うま

インディアンの男の子は,馬 やポニ

ーのせわをしたり,ト ウモロコシや
つ く とお

スクワッシュを作ったり,父 ちゃん
て

の手つだいをしたりします。そ して,
おんな ご ばん け

女の子は,ひ っじの番をしたり,毛
い と て

糸をつむぐのを,手 つだったりしま
かあ

す。ニクの田ち ゃん は,も うふや,
つ く

しきものを作るのがじょうすで した。

でも,ば あちゃんはすっとすっとじ
し

ようずで,ナ バホのみんなが知って

いました。
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マリアが いいました。｢ね え,ニ タ
いろ

ちゃん,ぢ ゃ色 にしな さいよ。 ばあ

ち ゃんが,い つ も つ か う じゃ な い

の。J
ロいろ

でも,ち ゃ色は,あ ん まり,パ ッ
いう

とした色ではありません。ニタだっ
あか いう

て,明 るい色がすきなのです。
ひ

ある日,ニ タはばあちゃんといっ
つ く き

しよに,せ んりようを作る木をさが
ちか やま い

しに,近 くの山に行きま した。 もう,
くう き あか

空気がつめたいのではっぱは,赤 や
いろ

き色 にかわ っていま した。

｢わ あ
,き れ い。｣ニタ はみきや は
あか

っぱの赤くなった,マ ホガニーのね

っこを,ひ きぬきながら,た ずねま
あか

した。｢こ れ,赤 いせ んりょうになる

の?｣す ると,ば あちゃんが,蓉 え ま
いう

した。｢いいや,ち がう。ちや色 だよ。｣
いえ かえ はる み

家へ帰るとちゅう,春 に見たサボ
とお

テンのところを通 りま した。 もう,
あか み

こい赤の実ができていました。｢あれ
み

を,も いで いこう。あの実 は,バ ラ
い ろ

色のせんりようになるんだよ。｣ばあ

ちゃんがいいました。
い ろ

｢で も
,ば あち ゃん,バ ラ色の し

つ く

きものなんか,作 った ことな いじゃ

な い。｣ニタ は,む ねをおどらせなが

ら,い いま した。すると,ば あちゃ

ん がい い ま した。｢そ うだね。わ し
いろ

は,こ れをぢゃ色のせんりようとま
いう つ く

ぜて,イ ンディアンの色を作るんだ
つち いろ

よ。わ しらをまもってくれる土の色

をね。J
いわ み

ニクは,岩 のあいだに見えるホー

がンをながめました。ホーがンは,

一 陥 一b3葦｢∈ こ窄鯉崔

…1轄

　
ゆう ひ なか あか いう み

タ日の中で赤っぽいぢゃ色に見えて
い ろ

い ま した。｢あ んな 色(P｣と,ニ タ
き

は,ホ ーがンをゆびさしながら聞き
いま

ま した。｢そ うだよ。今,わ しは,し
かんが

きもののデザインを考えているんだ
ゆう とき つち

よ。タぐれ時のインディアンの土の

50
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･⑳ 拶.

　ド し

お話:パ ット･グ レアム

たれ ても,み す とれ い とか らうま

れ なけれ は,か みの くにに,は いる

こ とはてき ない。(ヨ ハ ネ3:5)

ひ

バプテスマの日をわすれてはいけ

ません。バプテスマをうけたところ

を,お ぼえのふみにはっておきたい

ですか。それもいいですね。あなた

は,せ いさんをうけるたびに,バ プ

テスマのときにかみさまとしたせい

やくをおもいだすでしょう。そして,

イエスさまのおしえにしたがうよう

にするときには,そ のやくそくをま

もっているのです。バブテスマは,

いろいろなところで します。どこで

も,よ いのです。でも,か らだがぜ

んぶ,み ずにつからなければいけま

せん。それに,し んけんしゃが,お

こなわなければいけません。

ぬりえ:き れいにぬってください。

それから,す きなひとに,バ プテスマ

のおはな しをしてあげましょう。

1ハ プ テス マは,ア タム の と

きには しま りま した 。ア タム か

ら,ア タムの こ ともた ちに,し

んけんか つたわ りました。
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子供に
ハプラスマの備え

窟εせるには

図
親として自分 の子供 にバプテスマを施

す以上に栄誉ある,ま た満ち足りた神権

の儀式はないのではないかと思います。

1年 にわたる家族ぐるみの準備の末,最 近私

は長女にバプテスマを施すことができました。

その準備の様子をご紹介 したいと思います。

まず私は時間をかけて娘のエイミーに信仰箇

条や聖典を繰 り返し教え,バ プテスマの大切さ

を理解させました。

また,家 庭の夕べを2回 ほど使 って,エ イミ

ー本人にバプテスマ会の計画を立てさせました
。

つまり,だ れを招待するかとか,ど んな讃美歌

を歌ってもらうかとか,だ れにお話 してもらう

か,と かいったことです。

招待状も,お 金をかけず,手 書 きのものをコ

ピーして,ワ ー ド部の会員や娘の友達に送りま

した。

バプテスマのテーマも娘の希望で｢わ たしは

イエス様に従います｣と いうことに決まり,そ

の決意をいつまでも守るようにと私たちは娘に
さと

諭してやりました。

バプテスマと確認の儀式を受けたエイミーは,

心温 まる証をしてくれました。母親からはエイ.

ミーの名前入りの四大聖典がプレゼントされた

んですが,そ のときの娘の誇らしげな輝く笑顔

といったらありませんでした。

その後,姉 妹宣教師の心尽くしの軽い食事を

いただいたんですが,こ のときを利用して私た

ちは教会員でない娘の友達と話をすることがで

きましたし,朝 早くから来てくれたことのお礼

も言うことができました。エイミーの下の娘た

ちも,よ ほどこのバプテスマ会が気に入ったと

見えて,2歳 になる娘は毎日｢い つかあたしも

おねえちゃんみたいにバプテスマしゅるんだ｣

と言っているんです。(インディアナ州 ジェファ

ーソンヴィル
,ウ ィリアム･D･フ リーズ)

●白いバプテスマローブ

国
と夫は娘たちに,幼 いときからバプテス

マの大切さを理解 してもらいた.いと思

いまして,そ れぞれ7歳 になったときに特別な

家庭の夕べを開くことにしています。そして,

バプテスマを受けるまでの1年 間にどんな準備

をすればよいか話 し合うことにしているんです。

たとえば,什 分の一を納めるとか,教 会でお話

を頼まれたときにどうすればよく準備すること

ができるかとか,人 のために何 をするかとかい

うようなことですね。

それから私は娘のために,バ プテスマローブ

と確認の儀式を受けるときに着る服を白布で作

ってや ります。そして,白 は纐 黎の象徴である

こと,純 潔な人は祝福を受けること,ま たバプ

テスマも結婚 も繊 黎な身で迎えるべきことをよ

くよく教 えてやるんです。(ユタ州オレム,キ ャ

シー･ミ ンスター)

●記念写真

國
では子供たちがバプテスマを受 けるた

びに,自 分の名前入りの覚えの書をあげ

ることにしています。1ところで,バ プテスマの

ときには必ず2枚 特別な写真を撮ることにして

いるんです。まず1枚 は,儀 式の直前に白いロ

ーブに身を包んだ父と子の写真
,そ してもう1

枚 は,バ プテスマ直後の子供と母親の写真です。

この2枚 の写真 は,真 新 しい覚えの書の第1ぺ
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津

絵ハガキの

輸出が取り持った
.私の改宗

大阪北ステーキ部.

京都洛北ワード部.

広田 大右

國
が役貝をしております会社 は,絵 ハガキ

やポスターを出版しています。歴史は80

年 と古いのですが,社 員は25名 と小 じんまりと

した会社です。それでも得意先は日本中にあり
董

ますので,ど こかに旅行されたときに,私 たち

の製品を買っていただいたことがあるかもしれ

ません。

私が現在の会社に入社した頃,白 黒写真に人

工的に着色した天然色絵ハガキから,カ ラーフ

ィルムで撮影して製版印刷する新方法により,

以前とは比較にならない美しい絵ハガキができ

るようになっていました。それとともに技術の

差が製品にはっきりと現われるようになってい

ました。それまではスイスやイタリアのものを

見ると,そ の出来栄えにただ感心しているだけ

でしたが,知 らないうちに日本でそれ以上の物

が作れるようになっていました。

12,3年 前 になりますが,ワ ーグナーさんと

いうひとりのアメリカ人が会社に訪ねて来 られ,

アメリカで日本の絵ハガキやポスターを売って

みたいというお話がありました。初めてその人

に会ったときに非常に強くひかれるものがあり,

とても澄んだ目をした上品な人で好感がもてま

した。 日本の上場企業から特別なネジを仕入れ

て,ア メリカで手広 く商売をしている優良企業

のオーナーでもありました。

当時英会話がほとんどできなかった私に通訳

を通 して,彼 が裸一貫から会社をこれまでにし

たことや,仕 事が一段落 したので長年の念願だ

った趣味を生かし,ピ クチャービジネスをやり

たいから製品を分けて欲 しいとの話がありまし

た。私はすぐに引き受けたのですが,社 内では

全員がその話に消極的でした。けれども無理を

言ってお願いし,注 文を受けることを承知 して

もらいました。しかし,最 初の5年 間はほとん

ど注 文らしいものはなく,や はりだめかとあき

らめかけていたのですが,そ の間に彼は,組 織

作 りと周到な市場調査を行なって基盤を築いて

いたのです。

6年 目に先方はインパク トという新会社を設

立し､ア メリカの風景写真を使ったポスターや

絵ハガキを発注してくるようになりました。私

も当時の技術で取 り入れられることは何でも行

なって最高の品質を保てるように腐心しました。

また大型カメラをかついで,撮 影のために渡米

し,良 い写真が製品のポイントであることを認

識してもらうようにも努めました。お陰でイン

パクトに輸出した製品は各地で信じられないほ
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一 醗 綴 z

貯

日本人の兄弟姉妹と同じように改宗者であ り,

バプテスマを受けた頃は伝道に出るために.多く

の困難があるよう.に感 じていました。でも｢証

があるのになぜ伝道に出ないのですか｣と の問

いを投げかけてくれたひとりのアメリカ人寧教

師の言葉がいつも心にささやきかけ,そ の言葉

が忘れうれませんでした。

伝道に出ようと決心したのはバプテス.マを受

けてから.1年半ほどたっ々ときで宣。福音の知 ..

識が少ないのなうもっと勉強し･よう,.お金牟足

りないなら,も っと働 いてお金 を貯めよう.と思

いました。'家族のためにいつも祈 りました。そ
.してそれから1年 後

,伝 道の召しを受けました。

私に与えられた試練がそんなに大きなものだ

ったとは思いませんが,｢本 当の決 已･があればど

のよう.な困難にも打ち勝つことができる｣と 思

いました。それは伝道の準備をしながら,ま た

1年 半の伝道を通 して私が学んだことのひとっ

です6

伝道中には多くの方々に出会います。福音を

聞いて生活を変えようと努力するときに求道者･

の方々も多くの障害に突き当たります。たぐさ

んの犠牲を払われる方々の姿を見て,私 自身こ

の福音がど鱒 揖 く･.灘 聾 う雛 のある
ものであるかを改めて感じさせられました。

受験勉強で忙.レいはずのあ丙高校3年 生の女

の子は,バ プテスマを受け.るまでφ短い間にモ

ルモン経を1回読み終ネまし顔。ごま花ある奥さ

んは輔 があ?て ζても乱 φ蝋 をしておら

れま.した斌 それでも彼女はわずかな収入φ中

から什分の一を納められました。.これかちの人

.生の中で私力騨練にあうときた彼らの榛範を必

ず思い起こすことでしょうb

名古屋市で伝道していたときに出会ったひと
㍉りρ奥さんは

･あ るプロテスタ.)ζト灘会の信者

の方でした。とても親切な方で,私 たちを快く

迎えてくださいました。何回目かの訪問で'｢永

遠の進歩｣.のレッ客ンをお伝え.しました。.この
レッ.スンで1ヰ前世の状態,現 世の生活,死 と復

活,.そして神のようになり永遠の生命を受ける･
..までg道 程と

,..大切な原則を学びます。この方

隊 ご車人も熱心タ信者で2(陣以上も聖書を読

んでおられました6｢永 連の進歩｣Qレ ッスンの

中では斥くさんの聖句を聖書から引弔します。.
.彼女が
いっも読んでいる親約聖書からそれまセ

深い悪味をわからずに味た天切毒肇句を.暁尽つ
.も読 んでいくうちに

,深 く考えておられるよう..

で した。

レヅスンの最後に彼女は,｢今 までこのような

ことを考えたことはありませんでした｣と 言わ

れ,ひ とつの耳ピソ｣ド を話してくださいまし

た。その方の行つている教会で,.あ る年配の方

が死後のことについて不安に思い,1牧 師に｢死

んだらどうなりますか｣と 尋ねたとζろ,･そ の

牧師は何 も答えず.た だほ1琴えんでレ)ました。

そして｢天 国に入るために準備をしましょ.う｣

と言われたそうです。

.し.か.し,私たちは天国がどのような所で,ど

のようにしてそこへ行くことができるかを知ら

ずに,そ こへ行く準備ができるでしょうか。私

はこの奥さんとお会いし福音をお伝えするとき

に,.融たちの教会には救いに必要 な,1す べての

教えと儀式があることを強 く感じました。.私た

ちが回復された真実の福音を宣教師から教えら.

礼 姓 頒 明 的を知 り得たというのは,.大

変すばらしい特権です。

伝道中.にいろいろな町に行 き, .一つ一つの家

の ドアをたたきました。そして,人 間の力だげ･

で.は決.して果たせない神様の不思議な業を数多

く泪 に.レて.きました6 .伝道が確かに神様の業で

あることを心 から証 しますb;(え ぐち･ゆ りこ

1957年 生まれ). .
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と一緒に何かおもしろい物を作ろうと考え,思

いついたのが怪獣でした。幼いとき,ゴ ジラ,

モスラ,キ ングギ ドラなどの怪獣が大好 きだっ

たので,こ れなら子供たちもきっと喜んでくれ

るだろうと思いました。

いよいよ怪獣製作開始です。なるべくお金が

かからないように針金を材料に使いました。だ

いたいの形を整えたとき,そ の大きさは身長2

メートル,全 長4メ ー トルとかなり大きくなっ

てしまい,教 会のホールでは目立って仕方ない

くらいになりました。ある指導者からは教会の

霊性が損なわれるので｢そ のような物は外に出

しなさい｣と 言われたこともありました。一部

の大人たちにはあまり人気がなかったようです。

でも子供たちはとてもうれしそうでした。なに

せあの大きな怪獣が自分たちの物だということ

で,歓 声を上げ,目 を輝かせてとても誇らしげ

でした。そして怪獣を作っているときは,け んノ

かのことなど忘れてしまっているのです。(でも

まったくという訳ではなかったのですが)子 供

たちの顔はいきいきとしていました。

約3カ 月ほどかけてようやくできあがりまし

た。ちょうど4月6日 に大会があり,七 十人第

一定員会会員のジェイコブ･デ ィエガー長老が

来られ,そ の怪獣もステーキ部の要請で大会が

行なわれている会場に運び込まれ,一 緒に参加

しました。お陰で私はディエガー長老と握手す

ることができました。大会が終わった後で怪獣

は置く場所がないためにバラバラにされてしま

い,残 念に思いましたが,そ の後で神様は大き

な祝隔をくださいました。

初等協会の時間,子 供たちはまるで今までの

ことがうそのように私の言うことをよく聞くよ

うになったのです。信 じられないくらい素直に

なったのです。私が準備不足でレッスンをやら

ずに活動をしようとすると｢赤 井兄弟 レッスン

をやろう｣と 子供たちの方から言ってくるので

す。彼 らはやはり福音を求めていました。熱心

に学び始めたのです。私には恥じる思いがあり

ました。彼 らの純粋な心と人を信 じる目に対し

て心が苦しくなりました。私は人を信じていな

かったし,自 分自身のことも信 じていませんで

した。福音もそれほど熱 已･に勉強 していなかっ

たのです。私にとっても初等協会の責任は本当

によい勉強になりました。

あれからもう4年 になろうとしています。彼

らは今では神権者 となり背もずいぶん高くなり

ました。(あ かい･ひ でき1956年 生 ま礼 浦和

ワー ド部長老定員会第一副会長)

園
京西ステーキ部八王子第2ワ ー ド部で

は,若 い男性と若い女性のグループが協

力して,昭 和58年2月 から毎月,｢歩 励相｣と 書

いて｢ふ れあい｣と 読ませる機関紙を発行して

います。｢相互に励まし合って歩いて行こう｣そ

れが｢ふ れあい｣な んだという題意を込めて編

集 しています。これまで東京西ステーキ部内の

各ワード部･支 部や入王子第2ワ ー ド部の若い

男性,若 い女性全員に渡るように郵送 したり,

直接訪問するなどして｢歩 励相｣を 配布してき

ました。

寄せ書きやマンガなどを皆が自筆で自由に書

いているので,と きどきおかしなところもあり
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｢門 を叩け
,さらば 開かる｣

●大野姉妹は専任

宣教師の任期を終

えて帰られた息子さ

んの清兄弟からパブ

スマを受けた

回
81年 の夏,外 人の姉妹宣教師の訪れを受

けました。直接外人の女性 と会うのは初

めてでしたので驚きましたが,巧 みな日本語で

｢こんにちは｣と 玄関先であいさつをされるの

には二度びっくりさせられました。お話 してみ

ると,と ても気 さくな方々なので親 しみを持つ

ようになりました。

1カ 月後に彼女たちは私に1冊 の本をプ レゼ

ントしてくれました。それが｢モ ルモン経｣だ

ったのです。しかしながら私はそのとき,こ の

本を開こうともしませんでした。やがて再び宣

教師の訪問を受け,レ ッスンを受けるようにな

りました。その頃の私は｢聞 いて損はない｣く

らいの軽い気持ちで聞いておりましたが,質 問

をされるようになり,わ からないと恥ずかしい

のでモルモン経を読んでみようと思いました。

ニーファイ第三書第11章 から読 むように勧

められました。不思議といねむりも出ず,ーそれ

どころか内容のすばらしさに,感 銘を受けまし

た。｢これこそ,世 界のだれもが信 じられるまこ

との宗教だ｣と 思いました。それから朝は早く

起きて少しずつモルモン経を読み始めました。

｢求めよ,さ らば求むるものを与えられる。た

ずねよ,さ らばたずぬるものを見出す。門を叩

け,さ らば開かる｣(IIIニ ーファイ14:7)の 聖

句に心を打たれ,今 まで二の足を踏んでいた教

かみすぎ

仙台ステーキ部上杉ワード部

大野 てふ子

会 にも行って見ようという気持ちになりました。

そして門を叩くことによって,ど んな教会であ

るかを確かめてみようと思いました。

2月13日 の 日曜日,初 めて教会 に行 きまし

た。おごそかな讃美歌に救われる思いで帰って

来ました。そのときの印象は求めていた心の友

に出会った思いでした。宣教師や教会員の方々

の明るい親切な応対がとてもうれしかったので

す。私は翌週 も行 ってみようと思いま.した。

そうこうしているうちに,ζ の教会の専任宣

教師 として伝道に出ていた息子が神戸伝道部で

の1年 半の伝道を終えて昨年の3月 に帰ってき

ました。それからは親子そろって教会 に行 くよ

うになり,そ れは言葉で言い表わせないほどの

幸せを感じました。ある日,宣 教師から｢息 子

さんからバプテスマを受けては｣と 勧められま

したが,ど うしようかと迷いました。十戒のひ

とつである｢あ なたは.わたしのほかに,な にも

のをも神 としてはならない｣(出 エジプ ト20:

3)と いう戒めが気にかかっていたからです。

私は以前に主人の病気を治すためにある宗教に

入信していました。また先祖代々の仏教徒で,

｢私が死んだらご先祖様はどうなるのだろう｣

とのふたつの問題にぶつかりました。

私はイエス･キ リストのみ名を通 して｢本 当

の神様を教えてください｣と 祈 り続けました。

答えはなかなか得られませんでした。私は次
あせ

第に焦り,疑 いを持つようになりました。そん
ほん だ

な私を姉妹宣教師の誉田姉妹は｢誠 心誠意祈っ
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ました。

私 も何かやらなければと,ひ とつの計画を立

て,毎 朝,15分 で も30分 で も早起きして聖典を

読むようにしました。

また,あ る日息子が｢福 音の原則｣の 本をプ

レゼントしてくれたので早速開いてみると,日

曜学校で習っているすべてのことがわかりやす

く書かれていましたので,と てもうれしくなり

ました。神様が息子を通 して導いてくださった

のだと感謝 しました。断食,祈 り,聖 餐,安 息

日にはどういう意味があるのか心新たに理解す

ることができたのです。

そのうちに教会でのレッスンも少しずつわか

るようになり,理 解力が増すにしたがって,福

音の真実性と,そ の教えに従って生活する喜び

を心から感じられるようになったのです。(おお

の･ち ょうこ1926年 生 まれ)

50年 ぶ りの再会
一｢我 ら天 にまた会うとき｣ 一

はな や しき

大阪北ステーキ部花屋敷ワード部

音 芳 乃

ど鍬 麟

騒 黛
難

国
年の3月,主 人と1週 間の東北旅行をし

た折,30年 ぶ りに山形ワー ド部を訪ねる

機会を得ました。1953年4月5日 にふたりの若

い姉妹と一緒にバプテスマを受けた日のことが

昨日のように私の心によみがえります。山形か

ら山寺へ汽車に乗って一緒に来てくださった多

くの兄弟姉妹たち,絵 のように美しい景色の中

で行なわれたバプテスマ会,澄 んだ雪どけの谷

川の水 に沈められたときのこと,優 しくタオル

をかけてくださった方,足 もとの危ない所で手

をかしてくださった方,温 かい祝福の握手ぜめ,

そしてその晩行なわれた聖餐会での確認の儀式

のこと……

改宗 して4カ 月後,日 曜学校の成人クラスの

教師として召され,翌 年4月 には主人の勤務で

大阪に戻 ることになりました。当日は多くの兄

弟姉妹たちや支部長兼任の宣教師さんまで山形

ザい

腿 羅織三
の駅に見送りに来てくださり感激しました。

.あれからもう3(陣 の月日が流れました。3人

の子供たちも成人し,そ れぞれの家庭を持って

独立しました。今はたまに主人と旅行をするこ

とがありますが,.主 人が｢今年は東北にしよう｣

と提案したとき,尽 は｢や っと山形へ行ける!｣

と心が躍 りました。早速山形ワー ド部の高橋監

督に手紙 を書 き,当 時親しくしていた沼沢姉妹

の消息を尋ねました。彼女が教会に見えている
あん ど

というお返事に安堵の胸をなでおろし,再 会の

日を毛曽寺ちにしていました。

3月6日 の安息､日,山 形ワー ド部に出席しま
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懸;羅箋醗 籔難1繊 灘 難懸 難.麟灘

6年 目の改宗､
一福 島 ,仙台,新 潟 の教会 で

受けた導 きによ って一

新潟地方部新潟第2支 部

山田 正

□
れといって不平不満 もなく平凡に暮 ら

してきた私にとって,キ リスト教への改

宗など縁遠いものでした。その私が,め ぐりめ

ぐって私の生まれ故郷である新潟でバプテスマ

を受けられたのは,や はり神様のみこころであ

ったように思えてな りません。

私が初めてこの教会を知ったのは,1977年 の

夏です。勤務先の福島市で,ひ とりの女性(現

在の妻)の 熱意に引かれて福島支部(現 在の福

島ワー ド部)に 出かけました。借家であった教

会に初めて集ったとき,十 字架やステンドグラ

スなどに象徴される私の教会に対するイメージ

は,見 事 に打ち砕かれました。しかしながら出

席していた人々の親切な態度 と物静かな雰囲気

に好感を覚え,よ い気持ちで時を過ごすことが

できました。

それ以後,日 曜 日のデー トといえば教会に限

られ,結 婚 し仙台勤務 となってからは,日 曜ご

とに仙台第1ワ ード部に出かけました。その当

時はまだバプテスマを受けてもおらず,求 道者

という気持ちもありませんでしたので,妻 に引

っ張 られて付 き合いで集っているという状態で

した。しかし,多 くの会員の方々や宣教師,そ

して妻からいろいろな経験談や神様の教えにっ

いて聞いているうちに,い つかはバプテスマを

●中央が山田正兄弟

受けようとの思いを持ち始めていました。

教会の教えが私に強い感銘を与えるものであ

ったにもかかわらず,バ プテスマを受けようと

決心する勇気を持てずにいたのには,ふ たつの

大きな理由がありました。仕事上飲酒の機会が

非常に多いことと,私 が長男であり,隅 々まで

手入れの行 き届いた先祖からの仏壇を守 り継い

でいかねばならないこと,た だそれだけの理由

で6年 間,バ プテスマはもとよリレッスンを受

けることも断わり続けてきました。

しかし,新 潟へ転勤となってしばらくしてか

ら,仙 台第1ワ ー ド部で顔見知 りであった寺島

姉妹が宣教師に召されて新潟に来ていたことが

きっかけとなり,レ ッスンを受けるようになり

ました。｢レ ッスンを受 けてみませんか｣との突

然の申し出に,い つもなら断わってしまうとこ

ろを,顔 見知 りということで断わりきれず,つ

い承諾してしまいました。その後,他 の宣教師

からも含めて,半 年間もレッスンを受けたでし

ょうか。ある夏の日,や はり宣教師である渋谷

姉妹から｢兄弟,バ プテスマを受けてください｣

と,私 の発奮を強く促すかのような気迫の込 も

ったチャレンジに,思 わず｢は い｣と 言ってし
か い

まい ま した。 そ して1983年7月31日,私 は甲斐
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　議鞭麟総総譲叢嬢獲 竪 尋鰐 澱蝿 罵賄鍔
､1

畷 矧 蝿 醐 馬∫郵

一宮ワード部

教会當

増築完成

□
宮市は名古屋

市 と岐阜市の

ほほ中間,愛 知県の北

西部に位置し,木 曽の

清流と豊かな尾張平野

に育まれ,伝 統ある繊

維の町として繁栄してきました。教会堂は尾張

一宮駅から徒歩で約15分 ,名神高速道路一宮イン

ターチェンジから車で約15分 の場所にあ ります。

最初この地に回復された福音が伝えられたの

は約10年 前。名古屋第3支 部(現 在,名 古屋第

3ワ ー ド部)の 付属支部として会社の寮の一角

を借りて開設。その後伝道が進み,半 年後には

独立支部となり,翌 年には現在の土地が購入さ

れました。東京神殿の献堂式の時期に教会堂の

一部か完成 し,そ の後3年 を経て現在のような

立派な教会堂 となりました。これまでの多くの

兄弟姉妹の犠牲と奉仕,信 仰の賜を心より感謝

しております。

教会堂を建築するために地下に何本もの杭が

打たれ堅固な土台が造 られたように,私 たちの

信仰も大きな改心(ア ルマ514)を みること

によって初めて確固としたものになるのです。

この聖句の意味をよく心に留めて目標を明確

にし,活力をもって前進 したいと思います。(名古
しちのみや さどし

屋西ステーキ部一宮ワー ト部監督･日 比野智)
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